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【学校長および高等学校等の先生方へお願い】 

令和９年度学校推薦型選抜より、出願書類の学校単位での取りまと
めを廃止しました。 

つきましては、学科・区分ごとに推薦できる人数制限がございますの
で、推薦書作成の際にはご留意いただきますようお願いします。 

また、人数制限を超えた場合は、志願できない場合がありますので、
推薦者の出願書類は必ずご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 お問い合わせ先  
  

長崎県立大学 学生支援課 学生グループ 

【経営学部・地域創造学部】佐世保校 
〒858－8580 長崎県佐世保市川下町 123 番地 

Tel 0956－47－5703 / Fax 0956－47－4616 

【国際社会学部・情報システム学部・看護栄養学部】シーボルト校 
〒851－2195 長崎県西彼杵郡長与町まなび野１丁目１番１ 

Tel 095－813－5065 / Fax 095－813－5222 
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インターネット出願 

 長崎県立大学ではすべての入試においてインターネット出願を導入しています。 

 調査書等、出願期間中に郵送が必要な書類がありますのでご注意ください。 

■ 出願の流れ   

1）事前準備 

パソコンまたはスマートフォンで大学ホームページ（本学 HP）の「インターネット出願はこちら」にアクセス

し、インターネット出願システム「Post@net」のログインページから新規登録を行ってください。登録後、

Post@net にログインし、長崎県立大学を選択し、『はじめに』から「インターネット出願ガイド」をダウンロ

ードしてください。 

 

２）出願に必要な書類などを準備 

「インターネット出願ガイド」を参照して、出願に必要な書類などを準備してください。 

なお、出願登録の際に、顔写真データ（JPG、３MB 未満）が必要になりますので、予めご準備ください 

（上半身／無帽／正面向き／背景無し／カラーで、出願前３か月以内に撮影したもの）。 

 

 ３）出願登録を行う 

Post@net で本学を選択し、『出願』から画面の指示に従って登録内容を入力してください。 

登録内容  

①出願情報（入試区分・志望学部学科等）、②志願者情報、③検定料支払方法 

※②の志願者情報入力後、【出願確認票（未入金）】をダウンロードしてください。 

【出願確認票（未入金）】は学校の先生、保護者の方の確認用としてもご利用ください。 

《支払方法》 

◎クレジットカード ◎コンビニエンスストア ◎銀行ＡＴＭ（ペイジー）◎ネットバンキング（ペイジー） 

 

４）検定料を支払う 

選択した支払方法に従って、支払期限までに検定料（17,000 円）を支払ってください。 

※別途、振込手数料（６８０円）が必要です。 

 

５）出願書類の印刷・郵送 

検定料の支払い後、Post@net の『出願内容一覧』に入り、本学の『出願内容を確認』から、各種様式を

ダウンロードし、A4 サイズの用紙に印刷してください。本要項に記載されている出願手続きに従って、必要

書類及び封筒等を準備し、≪出願書類提出期限≫に間に合うように郵送してください。 

 

６）出願完了 

 

※大学入学共通テストを課す学校推薦型選抜においては、指定期間内に、大学入学共通テストの 

「申込番号」等を入力していただく必要があります。（詳細は 21 ページ 4.（８）参照） 
 
 



 

 

１．基本理念と教育研究目的、学生受け入れ方針等 

 

（１）長崎県立大学の基本理念と教育研究目的、学生受け入れ方針 

◆長崎県立大学の基本理念と教育研究目的 

長崎県立大学は、長崎県が設置する高等教育機関として、「人間を尊重し平和を希求する精神を

備えた創造性豊かな人材の育成」、「長崎に根ざした新たな知の創造」、「大学の総合力に基づく地

域社会及び国際社会への貢献」を基本理念に掲げています。 

この基本理念のもと、大学としての教育研究上の目的を次のように定めています。 

一人ひとりの多様な幸せと社会全体の豊かさ（ウェルビーイング）の実現に向け、 

○個人の尊厳を重んじ、真理と正義を希求し、公共の精神を尊び、豊かな人間性と創造性を備え

た人間を育成する教育 

○理論と実践を融合した高度な教育研究及び長崎の地理的・歴史的・文化的特性を踏まえた新

たな知の創造 

○大学の教育・研究力を活かした地域、社会及び人類への貢献 

を目指します。 

 

◆学生受け入れ方針（アドミッション・ポリシー） 

長崎県立大学は、「長崎県立大学ディプロマ・ポリシー」、「長崎県立大学カリキュラム・ポリシー」

及び各学科のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーに基づき、これらを理解し、本学で学位取

得を目指して真摯に学修する意欲と能力のある、次のような入学者を受け入れます。 

●高等学校の教育課程に相当する教科・科目を履修し、大学で学ぶ上で必要な知識やスキルを

身につけている者 

●多様性の重要性を理解し、自分と異なる意見等に対し寛容であり、他者と協力・協働できる者 

●人、生命、自然の大切さを尊重する姿勢・態度を身につけ、大学や社会のルールを守って行動

する者 

●好奇心をもち、新しいことに積極的に挑戦する者 

●目的意識をもって、継続的に、粘り強く努力する者 

●長崎の歴史・文化や地域の特性・課題等に強い関心をもっている者 

●地域、社会、国際社会などに積極的に貢献する強い意欲をもち、実行できる者 

●各学科で学ぶ内容に強い関心・意欲をもち、それに関係する学習などに極めて熱心に取り組ん

だ経験がある者 

 

こうした意欲や能力を評価するため、多様な入学者選抜方法を工夫・実施します。 

なお、各学科においてもアドミッション・ポリシーを定めていますので、それらを参照してください。 
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（（２２））経経営営学学部部  

【【教教育育目目的的】】  
経営学部では、現代の国内外の企業や組織の経営に必要な知識・知見と実践力および社会人として求めら

れる基礎的な力を身につけ、幅広い視野で経営上の課題を解決できる人材を育成します。具体的には次のよう
な分野で活躍できる人材です。 

〇主体性をもって自己実現や社会貢献ができる力を培い、将来は環境変化が激しい企業経営や社会の中で
も学び続けることができる人材 

○経営に関する専門的・総合的な視野を備え、企業等の経営における様々な課題を理解し、分析・解決できる
人材 

○外国語を用いたコミュニケーション能力と国際的、多文化共生的な視野を備え、グローバルに活躍できる人
材 

 
経営学部の入学者選抜においては、各学科の特色に応じて、各種の選抜方法を実施します。具体的な内容に

ついては、各学科のアドミッション・ポリシーで定めます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経 営 学 科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【【教教育育目目的的】】  
経営学科では、企業をはじめとする組織の経営に必要な知識・知見と実践力および人間関係構築力・協働

力・提案力・発信力を身につけ、幅広い視野で様々な企業等の課題に主体的に対応できる人材を育成しま
す。具体的には次のような分野で活躍できる人材です。 
○経営、マーケティング、商学、会計、会社法および経営情報・AI・データサイエンス系等に関する知識・知見

を有し、企業の各分野において活躍できる人材 
○自ら起業して新しい事業等に挑戦し地域で活躍できる人材 
○経営、会計、税法等に関する知識・知見を高めて、大学院に進学して高度職業人を目指す人材 
○高等学校における商業科教員として活躍できる人材 

【【学学生生受受けけ入入れれ方方針針（（アアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー））】】  
経営学科は、長崎県立大学及び本学科のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーに基づく教育内容を

踏まえ、 「長崎県立大学アドミッション・ポリシー」に示す事項に加え、本学科で学位取得を目指して真摯に
学修する意欲と能力のある、次のような入学者を受け入れます。 
●経営に関する専門知識を学び、企業をはじめとする組織の経営を学び、企業等の成長に貢献したい人 
●マーケティング・流通に関する専門的知識を学び、小売業・サービス業・金融業・運輸業などの分野で活躍

したい人 
●経営情報・AI・データサイエンス等に関する専門的知識を学び、情報通信業、IT 企業等の分野で活躍した

い人 
●会計・簿記・税法などの専門的知識を学び、税理士や公認会計士、監査法人、企業等の会計部門で活躍

したい人 
●経営に関する企画・立案能力を高めて、地域社会の成長に貢献できる仕事がしたい人 
●経営・簿記・会計・会社法等の専門的知識を学び、自ら起業に挑戦して経営者として活躍したい人 

【【入入学学者者選選抜抜のの基基本本方方針針】】  
一般選抜（前期日程、後期日程）のほか、学校推薦型選抜、総合型選抜を実施し、以下に示す評価方法を

多角的に活用することで多様な人材を受け入れることを目指しています。 
●一般選抜（前期日程） 

基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（６教科７科目）を課すとともに、個別学力検査等（英語）
では、高等学校で得た基礎学力を前提に、理解力、表現力等を評価します。 

●一般選抜（後期日程） 
基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（６教科７科目）を課すとともに、小論文では、課題に対す

る理解力、論理的思考力、表現力等を評価します。 
●学校推薦型選抜 

小論文で、高等学校で得た基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を評価
し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分
野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（帰国生徒） 
小論文で、日本の高等学校で習得される程度の基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考

力、表現力等を評価し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学
科が提供する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 
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経 営 学 科 

 

 

 

●総合型選抜（社会人） 
小論文で、高等学校で得た基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を評価

し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分
野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（私費外国人留学生（渡日入試）） 
日本留学試験を課すとともに、小論文で、日本の高等学校で習得される程度の基礎学力を前提に、課

題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を評価し、面接では、日本語能力を評価するとともに、出願
書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合的
に評価します。 

●総合型選抜（私費外国人留学生（渡日前入試）） 
日本留学試験を課すとともに、面接で出願書類を参考に、日本語能力、志望動機、学習意欲、基礎知

識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 
 

国 際 経 営学 科 

【【教教育育目目的的】】  
国際経営学科では、現代の企業経営に必要な知識・知見と実践力及び国際的、多文化共生的な経営感

覚を身につけ、グローバルな視点で様々な企業の課題に主体的に対応できる人材を育成します。具体的には
次のような分野で活躍できる人材です。 
○経営に関する知識・知見及び外国語を用いたコミュニケーション能力を有し、海外に展開する企業や団体

で活躍できる人材 

【【学学生生受受けけ入入れれ方方針針（（アアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー））】】  
国際経営学科は、長崎県立大学及び本学科のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーに基づく教育内

容を踏まえ、 「長崎県立大学アドミッション・ポリシー」に示す事項に加え、本学科で学位取得を目指して真
摯に学修する意欲と能力のある、次のような入学者を受け入れます。 
●国際的な経営に関する専門知識を学び、グローバルに活動する企業で活躍したい人 
●語学力向上に意欲を持ち、国際社会の中で活躍したい人 
●他国の人とも協働しながら経営に関する企画・立案能力を高めて、国際社会や多文化共生社会における

ウェルビーイングの向上に貢献したい人 

【【入入学学者者選選抜抜のの基基本本方方針針】】  
一般選抜（前期日程、後期日程）のほか、学校推薦型選抜、総合型選抜を実施し、以下に示す評価方法を

多角的に活用することで多様な人材を受け入れることを目指しています。 
●一般選抜（前期日程、後期日程） 

基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（６教科７科目）を課すとともに、個別学力検査等（英語）
では、高等学校で得た基礎学力を前提に、理解力、表現力等を評価します。 

●学校推薦型選抜 
小論文で、高等学校で得た基礎学力を前提に、和文及び英文の問題文に解答することで理解力、表現

力等を評価し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供
する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（帰国生徒） 
小論文で、日本の高等学校で習得される程度の基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考

力、表現力等を評価し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学
科が提供する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（社会人） 
小論文で、高等学校で得た基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を評価

し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分
野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（私費外国人留学生（渡日入試）） 
日本留学試験を課すとともに、小論文で、日本の高等学校で習得される程度の基礎学力を前提に、課

題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を評価し、面接では、日本語能力を評価するとともに、出願
書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合的
に評価します。 

●総合型選抜（私費外国人留学生（渡日前入試）） 
日本留学試験を課すとともに、面接で出願書類を参考に、日本語能力、志望動機、学習意欲、基礎知

識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 
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（（３３））地地域域創創造造学学部部  

【【教教育育目目的的】】  
地域創造学部では、公共政策又は経済学に関する専門的な知識を身につけ、地域に積極的に関わることに

より、地域が抱える問題や課題を認識・分析・解決することができる能力を有し、行政、企業、公益団体、学校、市
民等の様々な立場から、地域の発展に貢献する人材の育成を目指しています。 

 
地域創造学部の入学者選抜においては、各学科の特色に応じて、各種の選抜方法を実施します。具体的な内

容については、各学科のアドミッション・ポリシーで定めます。 
 

公 共 政 策学 科 

【【教教育育目目的的】】  
公共政策学科では、公共という視点に立ち、地域の諸問題を認識し、政策の形成・実施・評価等に関する

知識と行動力を身につけ、幅広い視野で主体的に取り組み、地域に貢献できる人材を育成します。具体的に
は次のような分野で活躍できる人材です。 
○公共政策に関する知識を有し、国・地方自治体等において活躍できる人材 
○公共政策に関する知識を有し、民間企業・公益団体等において活躍できる人材 
○公共政策に関する知識を有し、学校等において活躍できる人材 

【【学学生生受受けけ入入れれ方方針針（（アアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー））】】  
公共政策学科は、長崎県立大学及び本学科のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーに基づく教育内

容を踏まえ、「長崎県立大学アドミッション・ポリシー」に示す事項に加え、本学科で学位取得を目指して真摯
に学修する意欲と能力のある、次のような入学者を受け入れます。 
●高等学校までに習得した知識・情報・探究力をつなぎ合わせて、地域の諸問題について、筋道を立てて考

え、文章化するなど、論理的に説明することができる人 
●地域の諸問題について多様な人々と積極的に話し合える主体性と柔軟性を有する人 
●地域の諸問題の解決に向けて、知識と行動力等を身につけ、将来、地域に貢献したい人 

【【入入学学者者選選抜抜のの基基本本方方針針】】  
一般選抜（前期日程、後期日程）のほか、学校推薦型選抜、総合型選抜を実施し、以下に示す評価方法を

多角的に活用することで多様な人材を受け入れることを目指しています。  
●一般選抜（前期日程） 

基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（６教科７科目）を課すとともに、個別学力検査等（英語又
は数学）では、高等学校で得た基礎学力を前提に、理解力、論理的思考力、表現力等を評価します。 

●一般選抜（後期日程） 
基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（６教科７科目）を課すとともに、個別学力検査等（英語）

では、高等学校で得た基礎学力を前提に、理解力、表現力等を評価します。 
●学校推薦型選抜（県内離島高校区分を除く） 

基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（５教科６科目）を課すとともに、面接では、調査書等の出
願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合
的に評価します。 

●学校推薦型選抜（県内離島高校区分） 
小論文で、高等学校で得た基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を評価

し、集団面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲を個別に確認し、集団討論では積
極性、協調性、論題についての理解力から、本学科が提供する専門分野に対する適性などを見極め、総合
的に評価します。 

●総合型選抜（帰国生徒） 
小論文で、日本の高等学校で習得される程度の基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考

力、表現力等を評価し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学
科が提供する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（社会人） 
小論文で、高等学校で得た基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を評価

し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分
野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（私費外国人留学生（渡日入試）） 
日本留学試験を課すとともに、小論文で、日本の高等学校で習得される程度の基礎学力を前提に、課

題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を評価し、面接では、日本語能力を評価するとともに、出願
書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合的
に評価します。 

●総合型選抜（私費外国人留学生（渡日前入試）） 
日本留学試験を課すとともに、面接で出願書類を参考に、日本語能力、志望動機、学習意欲、基礎知

識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 
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実 践 経 済学 科 

【【教教育育目目的的】】  
実践経済学科では、地域における諸課題に関する分析・解決能力を有し、幅広い視野で主体的に取り組

み、地域経済の発展に寄与できる人材を育成します。 
具体的には、経済学に関する知識・知見を有し、行政、企業、学校、市民等の様々な立場から、地域経済の

発展に貢献する人材の育成を目指しています。 

【【学学生生受受けけ入入れれ方方針針（（アアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー））】】  
実践経済学科は、長崎県立大学及び本学科のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーに基づく教育内

容を踏まえ、「長崎県立大学アドミッション・ポリシー」に示す事項に加え、本学科で学位取得を目指して真摯
に学修する意欲と能力のある、次のような入学者を受け入れます。 
●地域経済や企業動向などの分析により地域の特性や課題等の解決方法を学びたい人 
●経済学や地域経済に関する知識を学び、地域経済の発展に貢献したい人 
●地域産業のグローバルな事業展開の可能性に関心を持つ人 
●多様性の重要性を理解し、他者と協力・協働できる人 

【【入入学学者者選選抜抜のの基基本本方方針針】】  
一般選抜（前期日程、後期日程）のほか、学校推薦型選抜、総合型選抜を実施し、以下に示す評価方法を

多角的に活用することで多様な人材を受け入れることを目指しています。 
●一般選抜（前期日程） 

基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（６教科７科目）を課すとともに、個別学力検査等（英語又
は数学）では、高等学校で得た基礎学力を前提に、理解力、論理的思考力、表現力等を評価します。 

●一般選抜（後期日程） 
基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（６教科７科目）を課すとともに、小論文では、課題に対す

る理解力、論理的思考力、表現力等を評価します。 
●学校推薦型選抜（普通科等区分） 

基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（５教科６科目）を課すとともに、面接では、調査書等の出
願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合
的に評価します。 

●学校推薦型選抜（専門学科（商業科、農業科、工業科等）区分） 
小論文で、高等学校で得た基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を評価

し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分
野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（帰国生徒） 
小論文で、日本の高等学校で習得される程度の基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考

力、表現力等を評価し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学
科が提供する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（社会人） 
小論文で、高等学校で得た基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を評価

し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分
野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（私費外国人留学生（渡日入試）） 
日本留学試験を課すとともに、小論文で、日本の高等学校で習得される程度の基礎学力を前提に、課

題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を評価し、面接では、日本語能力を評価するとともに、出願
書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合的
に評価します。 

●総合型選抜（私費外国人留学生（渡日前入試）） 
日本留学試験を課すとともに、面接で出願書類を参考に、日本語能力、志望動機、学習意欲、基礎知

識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 
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（（４４））国国際際社社会会学学部部  

【【教教育育目目的的】】  
国際社会学部では、国際社会及びメディアに関する知識と実践力を身につけ、グローバルな視野での課題解

決能力及び情報発信能力を有する人材を育成します。具体的には次のような分野で活躍できる人材です。 
○現代社会が直面する諸課題をグローバルな視野でとらえ、地域社会や国際社会で活躍できる人材 
○高いコミュニケーション能力と情報収集・分析及び批判的・論理的思考能力を備え、自治体や企業の国際

部門・メディア産業等で活躍できる人材 
○東アジア地域に関する知見を深め、グローバルな交流の促進や地域社会の発展に寄与できる人材 
○グローバル社会やメディア社会に関する知識を有し、教員として活躍できる人材 
 
国際社会学部の入学者選抜においては、学科の特色に応じて、各種の選抜方法を実施します。具体的な内容

については、学科のアドミッション・ポリシーで定めます。 
 

国 際 社 会学 科 

【【学学生生受受けけ入入れれ方方針針（（アアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー））】】  
国際社会学科は、長崎県立大学及び本学科のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーに基づく教育内

容を踏まえ、「長崎県立大学アドミッション・ポリシー」に示す事項に加え、本学科で学位取得を目指して真摯
に学修する意欲と能力のある、次のような入学者を受け入れます。 
●グローバル社会やメディア文化社会など現代の様々な特性や仕組みについて幅広い関心をもっている人 
●グローバル化する地域社会における様々な問題を解決しようとする意欲をもち、実行できる人 
●現代社会におけるメディアの役割に関心をもち、社会の様々な出来事に対して自らの考えを論理的に展開

できる人 
●東アジアに関心を持ち、東アジア諸国を中心としたグローバルな交流の推進に貢献したい人 
●英語や中国語などの外国語による高いコミュニケーション能力を習得する意欲をもち、実行できる人 

【【入入学学者者選選抜抜のの基基本本方方針針】】  
一般選抜（前期日程、後期日程）のほか、学校推薦型選抜、総合型選抜を実施し、以下に示す評価方法を

多角的に活用することで多様な人材を受け入れることを目指しています。 
●一般選抜（前期日程、後期日程） 

基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（６教科７科目）を課すとともに、個別学力検査等（英語）
では、高等学校で得た基礎学力を前提に、理解力、表現力等を評価します。 

●学校推薦型選抜 
小論文で、高等学校で得た基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を評価

し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分
野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜 
第１次選考では、出願書類に基づき、学科が求める学生像に合致しているか、学科を志望する理由が明

確であるか、入学後の学習意欲や将来の展望が的確に示されているか、などの観点から評価します。 
第２次選考では、小論文で課題に対する理解力、論理的思考力、表現力などの能力をみて、面接では

出願書類を参考に、目的意識、学習意欲、学科が提供する専門分野に対する適性などを評価します。 
●総合型選抜（帰国生徒） 

小論文で、日本の高等学校で習得される程度の基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考
力、表現力等を評価し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学
科が提供する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（社会人） 
小論文で、高等学校で得た基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を評価

し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分
野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（私費外国人留学生（渡日入試）） 
日本留学試験を課すとともに、小論文で、日本の高等学校で習得される程度の基礎学力を前提に、課

題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を評価し、面接では、日本語能力を評価するとともに、出願
書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合的
に評価します。 

●総合型選抜（私費外国人留学生（渡日前入試）） 
日本留学試験を課すとともに、面接で出願書類を参考に、日本語能力、志望動機、学習意欲、基礎知

識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 
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（（５５））情情報報シシスステテムム学学部部  

【【教教育育目目的的】】  
情報システム学部では、情報システムに関する知識と実践力を身につけ、高度情報化社会における課題を解

決できる人材を育成します。具体的には次のような分野で活躍できる人材です。 
○システム開発にかかる知識や技術を有し、情報技術分野で幅広く活躍できる人材 
○感性豊かな実践的創造力を有し、情報技術を駆使して創造的デザイン分野で活躍できる人材 
○情報セキュリティに関する知識や技術を有し、情報セキュリティ分野で活躍できる人材 
 
情報システム学部の入学者選抜においては、各学科の特色に応じて、各種の選抜方法を実施します。具体的

な内容については、各学科のアドミッション・ポリシーで定めます。 
 

情報システム学科 

【【教教育育目目的的】】  
情報システムに関する広い視野と知識を備え、情報技術のプロフェッショナルとして活躍できる人材を

育成します。具体的には次のような分野で活躍できる人材です。 
○システム開発にかかる知識や技術を有し、情報技術分野で幅広く活躍できる人材 
○感性豊かな実践的創造力を有し、情報技術を駆使してコンテンツ制作・デザイン分野で活躍できる人

材 

【【学学生生受受けけ入入れれ方方針針（（アアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー））】】  
情報システム学科は、長崎県立大学及び本学科のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーに基づ

く教育内容を踏まえ、「長崎県立大学アドミッション・ポリシー」に示す事項に加え、本学科で学位取得を
目指して真摯に学修する意欲と能力のある、次のような入学者を受け入れます。 
●システム開発、プログラミング、ネットワークなどの情報技術に強い関心を持つ人 
●多様なデジタルコンテンツを制作するための知識や技術を深め、実践的な創造力を高めたい人 
●情報技術の活用により問題解決を図ろうとする意欲を持つ人 

【【入入学学者者選選抜抜のの基基本本方方針針】】  
一般選抜（前期日程、後期日程）のほか、学校推薦型選抜、総合型選抜を実施し、以下に示す評価方

法を多角的に活用することで多様な人材を受け入れることを目指しています。 
●一般選抜（前期日程） 

基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（６教科７科目）を課すとともに、個別学力検査等（数
学）では、高等学校で得た基礎学力を前提に、理解力、論理的思考力、表現力等を評価します。 

●一般選抜（後期日程） 
基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（4教科5科目）を課すとともに、個別学力検査等（数

学）では、高等学校で得た基礎学力を前提に、理解力、論理的思考力、表現力等を評価します。 
●学校推薦型選抜 

小論文で、高等学校で得た基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を
評価し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供す
る専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（帰国生徒） 
小論文で、日本の高等学校で習得される程度の基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的

思考力、表現力等を評価し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知
識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（社会人） 
小論文で、高等学校で得た基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を

評価し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供す
る専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（私費外国人留学生（渡日入試）） 
本学科が示す要件等をすべて満たしていることを条件に、日本留学試験を課すとともに、小論文

で、日本の高等学校で習得される程度の基礎学力を前提として、課題に対する理解力、論理的思考
力、表現力等を評価し、面接では、日本語能力を評価するとともに、出願書類を参考に、志望動機、学
習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（私費外国人留学生（渡日前入試）） 
日本留学試験を課すとともに、面接で出願書類を参考に、日本語能力、志望動機、学習意欲、基礎

知識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 
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情報セキュリティ学科 

【【教教育育目目的的】】  
情報セキュリティ全般にわたる広い視野と知識を備え、情報セキュリティのプロフェッショナルとして活

躍できる人材を育成します。具体的には次のような分野で活躍できる人材です。 
○情報セキュリティに関する知識や技術を有し、企業や行政をはじめ情報セキュリティ分野で活躍できる

人材 

【【学学生生受受けけ入入れれ方方針針（（アアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー））】】  
情報セキュリティ学科は、長崎県立大学及び本学科のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーに

基づく教育内容を踏まえ、「長崎県立大学アドミッション・ポリシー」に示す事項に加え、本学科で学位取
得を目指して真摯に学修する意欲と能力のある、次のような入学者を受け入れます。 
●情報セキュリティに関する基本的な知識・技術を修得し、幅広く世の中で情報セキュリティ分野におい

て活躍を目指す人 
●情報セキュリティの専門家を目指し、礎となる、情報・データ保護技術、安全なシステムを作る技術、コ

ンピュータネットワークの脅威から守る技術 、ルールを作り組織を動かす技術、攻撃を予測・対応する
技術などの情報技術に強い関心を持つ人 

●情報技術の活用により、社会的課題の解決を図ろうとする強い意欲を持つ人 

【【入入学学者者選選抜抜のの基基本本方方針針】】  
一般選抜（前期日程、後期日程）のほか、学校推薦型選抜、総合型選抜を実施し、以下に示す評価方

法を多角的に活用することで多様な人材を受け入れることを目指しています。 
●一般選抜（前期日程、後期日程） 

基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（６教科７科目）を課すとともに、個別学力検査等（数
学）では、高等学校で得た基礎学力を前提に、理解力、論理的思考力、表現力等を評価します。 

●学校推薦型選抜 
小論文で、高等学校で得た基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を

評価し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供す
る専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（帰国生徒） 
小論文で、日本の高等学校で習得される程度の基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的

思考力、表現力等を評価し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知
識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（社会人） 
小論文で、高等学校で得た基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を

評価し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供す
る専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（私費外国人留学生） 
本学科が示す要件等（日本留学試験を含む）をすべて満たしていることを条件に、小論文で、日本

の高等学校で習得される程度の基礎学力を前提として、課題に対する理解力、論理的思考力、表現
力等を評価し、面接では、日本語能力を評価するとともに、出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、
基礎知識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 
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（（６６））看看護護栄栄養養学学部部  

【【教教育育目目的的】】  
看護栄養学部では、人々の健康な生活の支援とウェルビーイングの実現を旨とし、豊富な科学的・専門的知識

の修得と、あらゆる年齢層のさまざまな健康状態の人々と接することができる豊かな人間性及び個人の尊厳を重
んじる倫理観を備えた人材の育成を目指す。また、健康科学の基礎と応用を総合化した高度な教育研究を推進
し、実践的問題解決能力と公共の精神を養うことにより、地域の保健・医療活動を通して、地域及び社会における
人々の健康と福祉の向上に貢献できる人材を育成する。具体的には、次のような分野で活躍できる人材の育成を
目指す。 

○看護師又は管理栄養士として、人々の健康と福祉の向上及びウェルビーイングの実現に貢献できる人材 
○保健・医療・福祉の分野で、他職種と協働して専門的能力を発揮できる人材 
○看護の専門性を備えた養護教諭又は子どもたちの食育を担う栄養教諭として、教育現場で活躍できる人材 

 
看護栄養学部の入学者選抜においては、各学科の特色に応じて、各種の選抜方法を実施します。具体的な内容

については、各学科のアドミッション・ポリシーで定めます。 
 

看 護 学 科 

【【教教育育目目的的】】  
看護学科では、生命の尊厳と人権を尊重し、人間を全人的に理解し根拠に基づき行動する看護師や養

護教諭として活躍できる人材を育成します。具体的には、次のような分野で活躍できる人材です。 
○人々の健康ニーズ（健康増進、疾病予防・早期発見、健康回復、安寧な人生の看取り）に対応できる基礎

的看護実践能力を有する看護師 
○主体的に考え、行動し、保健・医療・福祉・教育の分野で看護サービスの質向上に寄与できるリーダーシ

ップの基礎的能力を有する看護師 
○看護の専門性を備えた教育職として活躍できる養護教諭 

【【学学生生受受けけ入入れれ方方針針（（アアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー））】】  
看護学科は、長崎県立大学及び本学科のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーに基づく教育内容

を踏まえ、「長崎県立大学アドミッション・ポリシー」に示す事項に加え、本学科で学位取得を目指して真摯
に学修する意欲と能力のある、次のような入学者を受け入れます。 
●看護を通して、生命の尊さを理解し人々の健康な生活に貢献したいと思っている人 
●物事を科学的に探求し、積極的・主体的に学ぶ姿勢がある人 
●看護学に興味関心があり、看護専門職として生涯にわたり自己研鑽する意欲がある人 
●人に対する思いやりを持ち、多様な人々と、柔軟にコミュニケーションがとれる人 
●他者を尊重する姿勢を持ち、協働して活動できる人 

【【入入学学者者選選抜抜のの基基本本方方針針】】  
一般選抜（前期日程、後期日程）のほか、学校推薦型選抜、総合型選抜を実施し、以下に示す評価方法

を多角的に活用することで多様な人材を受け入れることを目指しています。 
●一般選抜（前期日程、後期日程） 

基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（６教科７科目）を課すとともに、個別学力検査等（英語）
では、高等学校で得た基礎学力を前提に、理解力、表現力等を評価し、面接では、調査書等の出願書類
を参考に、学習意欲、理解力、表現力、社会性等、本学科が提供する専門領域に対する適性等を総合的
に評価します。 

●学校推薦型選抜（離島看護師特別枠を除く） 
基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（６教科７科目）を課すとともに、面接では、志望理由書

等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、理解力、表現力、社会性、論理的思考力、本学科が提供
する専門領域に対する適性等を総合的に評価します。 

●学校推薦型選抜（離島看護師特別枠） 
基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（６教科７科目）を課すとともに、面接では、志望理由書

等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、理解力、表現力、社会性、本学科が提供する専門領域に
対する適性、離島医療に対する貢献意欲等を総合的に評価します。 

●総合型選抜（帰国生徒） 
小論文で、日本の高等学校で習得される程度の基礎学力を前提に、提示した素材により、読解力、論

理的思考力、表現力等を評価し、面接では、志望理由書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、
理解力、表現力、社会性等、本学科が提供する専門領域に対する適性等を総合的に評価します。 

●総合型選抜（社会人） 
小論文で、高等学校で習得される程度の基礎学力を前提に、提示した素材により、読解力、論理的思

考力、表現力等を評価し、面接では、志望理由書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、理解力、
表現力、社会性等、本学科が提供する専門領域に対する適性等を総合的に評価します。 
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看 護 学 科 

●総合型選抜（私費外国人留学生） 
本学科が示す要件等（日本留学試験を含む）をすべて満たしていることを条件に、小論文で、日本の

高等学校で習得される程度の基礎学力を前提として、提示した素材により、理解力、論理的思考力、表
現力等を評価し、面接では、志望動機、学習意欲、理解力、表現力、社会性、日本語による会話的表現
力、本学科が提供する専門領域に対する適性等を評価し、志望理由書を参考に、志望動機、学習意欲、
表現力、本学科が提供する専門領域に対する適性等を総合的に評価します。 

栄養健康学科 

【【教教育育目目的的】】  
栄養健康学科では、健康社会実現のために社会の幅広い分野で貢献できる栄養専門家として活躍でき

る人材を育成します。具体的には、次のような分野で活躍できる人材です。 
○地域の人々の健康作りの担い手としての管理栄養士 
○高齢社会の食を支える管理栄養士 
○臨床現場で他のスタッフと連携・協働して栄養マネジメント・アセスメントを実践できる管理栄養士 
○特定給食施設で栄養マネジメントを実践できる管理栄養士 
○食品開発、食糧資源の有効利用、食品衛生管理者などの資格を活かせる管理栄養士 
○次世代の子どもたちの食育を担う栄養教諭 

【【学学生生受受けけ入入れれ方方針針（（アアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー））】】  
栄養健康学科は、長崎県立大学及び本学科のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーに基づく教育

内容を踏まえ、「長崎県立大学アドミッション・ポリシー」に示す事項に加え、本学科で学位取得を目指して
真摯に学修する意欲と能力のある、次のような入学者を受け入れます。 
●身近な「食と健康」を通して健康・福祉社会の創出に貢献したい人 
●保健・医療・福祉分野や県や市町村などの管理栄養士を志す人 
●食品開発、食品の安全性や機能性などに興味を持っている人 
●子供たちの食育を通して健康生活づくりに寄与したい人 
●生命科学に根ざした「食と健康」を科学的に探究するスペシャリストになりたい人 

【【入入学学者者選選抜抜のの基基本本方方針針】】  
一般選抜（前期日程、後期日程）のほか、学校推薦型選抜、総合型選抜を実施し、以下に示す評価方法

を多角的に活用することで多様な人材を受け入れることを目指しています。 
●一般選抜（前期日程） 

基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（６教科８科目）を課すとともに、個別学力検査等（化学
基礎・化学）では、高等学校で得た化学の基本的な知識と理解力について評価します。 

●一般選抜（後期日程） 
基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（６教科７科目）を課すとともに、面接（口頭試問）では、

志望動機や将来の展望、高等学校の一般的学習を前提とした栄養・健康・生命科学に関する時事的諸
問題についての理解力や理科学的思考などを総合的に評価します。 

●学校推薦型選抜 
基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（６教科７科目）を課すとともに、面接では、志望動機、学

科への関心、生命科学への関心、健康観、将来展望、高校生活等の質疑応答から、目的意識と意欲を総
合的に評価します。 

●総合型選抜（帰国生徒） 
課題文読解型（和文及び英文）の小論文で、日本の高等学校の教育課程で習得される程度の基礎

学力を前提として、課題に対する基礎的知識、読解力、分析力、論理的思考力、表現力等を評価し、面接
では、志望動機、学科への関心、生命科学への関心、健康観、将来展望、高校生活等の質疑応答から、目
的意識と意欲を総合的に評価します。 

●総合型選抜（社会人） 
課題文読解型（和文及び英文）の小論文で、課題に対する基礎的知識、読解力、分析力、論理的思考

力、表現力等を評価し、面接では、志望動機、学科への関心、生命科学への関心、健康観、将来展望等の
質疑応答から、目的意識と意欲を総合的に評価します。 

●総合型選抜（私費外国人留学生（渡日入試）） 
本学科が示す要件等（日本留学試験を含む）をすべて満たしていることを条件に、小論文で、日本の

高等学校で習得される程度の基礎学力を前提として、課題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を
評価し、面接では、日本語能力を評価するとともに、出願書類を参考に、志望動機、学科への関心、生命
科学への関心、健康観、将来展望等の質疑応答から、目的意識と意欲を総合的に評価します。 

●総合型選抜（私費外国人留学生（渡日前入試）） 
本学科が示す要件等（日本留学試験を含む）をすべて満たしていることを条件に、面接で出願書類を

参考に、日本語能力、志望動機、学科への関心、生命科学への関心、健康観、将来展望等の質疑応答か
ら、目的意識と意欲を総合的に評価します。 
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２．募集人員 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 県内・県外の別は志願者の在籍している高校の所在地（都道府県）によって判断します。 

   なお、通信制高校の場合は、本校の所在地によって判断します。 

※２ 「離島看護師特別枠を除く」区分の出願要件は、長崎県内高校卒業見込み者となりますが、「離島看護師

特別枠」区分については、地域指定はありません。 

 

３．出願要件等 
 

（１）経営学部 

  １）経営学科 
①～④のすべてに該当する者で、人物・学力ともに優秀で、高等学校※１又は専修学校の高等課程の長が
責任を持って推薦できる者 
（※１）高等学校には中等教育学校、特別支援学校の高等部、文部科学大臣が高等学校の課程と同等

の課程又は相当する課程を有するものとして認定又は指定した在外教育施設の当該課程を含み
ます。 

①「県内」枠は長崎県内、「県外」枠は長崎県外の高等学校又は専修学校の高等課程を令和９年３月卒
業見込みの者 

②調査書の全体の学習成績の状況が 3.8 以上の者 
③次の（ア）又は（イ）の区分に応じ、それぞれの要件を満たす者  

（ア）普通科等  
普通科のほか、理数科、英語科など本学が普通科に準ずると認める学科及び次項の（イ）商業科
等の区分に属さない学科を対象とする。（商業に関する科目を 20 単位以上修得した者（又は修
得見込みの者）は、商業科等の区分での出願となる。） 

 
「大学入学共通テスト」（経営学科一般選抜前期日程試験と同教科・科目）を受験する者 
※「大学入学共通テスト」の結果は合否判定には用いない。ただし、受験しなかった場合（受験し

た科目が定められた条件を満たさない場合を含む。）は、合格発表後であっても合格を取り消
す。  

（単位：人）

普通科等 商業科等 専門学科 離島高校 普通科等 商業科等 専門学科

経 営 53 22 12 12 7

国 際 経 営 20

公 共 政 策 30 5

実 践 経 済 45 15 15 7 8

国際
社会

国 際 社 会 19

情 報 シ ス テ ム 12

情報セキュリティ 20

栄 養 健 康 10

20

募集
人員

長崎県内高等学校 長崎県外高等学校

経営
12 8

地域
創造

15 10

15 4

学部 学 科

区　　　分　※１

13（離島看護師特別枠を除く）
看 護

16
※２

3（離島看護師特別枠）※２

情報
ｼｽﾃﾑ

10 2

看護
栄養

10
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※「外国語」の『英語』は、リスニングを含む。 

（イ）商業科等  
この区分は、商業高校の全科を含む。また、総合学科等に所属し、商業に関する科目を 20 単位
以上修得した者（又は修得見込みの者）を対象とする。 
※総合学科以外の学科でも、商業に関する科目を 20 単位以上修得した者（又は修得見込みの

者）は、商業科等の区分での出願となる。 
次のⅰ．～ⅲ．のいずれかに該当する者  

ⅰ．日本商工会議所主催簿記検定試験２級以上 
ⅱ．日本商工会議所主催リテールマーケティング（販売士）検定２級以上  
ⅲ．全国商業高等学校協会主催検定試験１級合格４種目以上  

④志願者は、本学の学校推薦型選抜に限定して志願する者で、合格した場合には本学に入学することを
確約できる者 
 

○１校当たりの推薦できる人数 
①「普通科等」は、１校（分校を含む）につき３名以内とする。 

※同一校内に複数の課程（全日制、定時制、通信制）がある場合においても同様とする。 
②「商業科等」は、推薦できる人数の制限をしない。 

 
２）国際経営学科 

 ①～④のすべてに該当する者で、人物・学力ともに優秀で、高等学校※１又は専修学校の高等課程の長
が責任を持って推薦できる者 
（※１）高等学校には中等教育学校、特別支援学校の高等部、文部科学大臣が高等学校の課程と同

等の課程又は相当する課程を有するものとして認定又は指定した在外教育施設の当該課程を
含みます。  

①「県内」枠は長崎県内、「県外」枠は長崎県外の高等学校又は専修学校の高等課程を令和９年３月
卒業見込みの者  

②調査書の「外国語」（英語）の学習成績の状況が 4.3 以上の者 
③次の（ア）又は（イ）のいずれかに該当する者  
（ア）「大学入学共通テスト」（５教科６科目）を受験する者  

※『英語』の得点率を合否判定に利用する。（詳しくは 23 ページの選抜方法を参照） 
（イ）次のⅰ．～ⅶ．の資格・検定試験のいずれかのスコアを有する者 

ⅰ．ケンブリッジ英語検定 
ⅱ．実用英語技能検定 2 級 
ⅲ．GTEC（Basic，Advanced，CBT） 
ⅳ．IELTS 
ⅴ．TEAP 
ⅵ．TOEFL iBT 
ⅶ．TOEIC L&R 

140 以上（※2） 
1950 以上（※3） 
930 以上（※4） 
4.0 以上（※5） 
225 以上 
42 以上 
550 以上 

教科 国語 地理歴史 公民 数学 理科 外国語 情報

『公共，倫理』 『英語』

『物理』 『ドイツ語』

『化学』 『フランス語』

『生物』 『中国語』

『地学』 『韓国語』

　から１科目 　から１科目

大学入学共通テスト　（６教科７科目）

出題
科目

『国語』

『物理基礎
／化学基礎
／生物基礎
／地学基礎』

『情報Ⅰ』

『地理総合，
地理探究』

『歴史総合，
日本史探究』

『数学Ⅰ，数
学A』『公共，

政治・経済』『歴史総合，
世界史探究』

『数学Ⅱ，数
学B，数学C』

『地理総合／歴史総合／公共』

から１科目
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（※2）対象となる試験は、A2 Key, B1 Preliminary, B2 First, C1 Advanced,  
C2 Proficiency とする。指定されたスコアを超えていれば合否は問わない。 

（※3）準 1 級 1980 以上、1 級 2304 以上でも可。指定されたスコアを超えていれば合否は問
わない。英検 S-CBT のスコアでも可。 

（※4）GTEC(Basic，Advanced)は、オフィシャルスコアに限る。 
（※5）IELTS は、アカデミック・モジュールによるスコアに限る。 

④志願者は、本学の学校推薦型選抜に限定して志願する者で、合格した場合には本学に入学すること
を確約できる者 

 
○１校当たりの推薦できる人数 

制限しない。 
 

（２）地域創造学部 

  １）公共政策学科 
   Ⅰ．県内離島高校区分を除く全ての区分 

①～③のすべてに該当する者で、人物・学力ともに優秀で、高等学校※１又は専修学校の高等課程の
長が責任を持って推薦できる者 
（※１）高等学校には中等教育学校、特別支援学校の高等部、文部科学大臣が高等学校の課程と同

等の課程又は相当する課程を有するものとして認定又は指定した在外教育施設の当該課程を
含みます。  

①「県内」枠は長崎県内、「県外」枠は長崎県外の高等学校又は専修学校の高等課程を令和９年３月
卒業見込みの者  

②調査書の全体の学習成績の状況が 3.8 以上の者 
③志願者は、本学の学校推薦型選抜に限定して志願する者で、合格した場合には本学に入学すること

を確約できる者 
※この区分は「大学入学共通テスト」の結果を合否判定に利用する。（詳しくは 24 ページの選抜方法

を参照） 
 

○１校当たりの推薦できる人数 
１校（分校を含む）につき３名以内とする。 
※同一校内に複数の課程（全日制、定時制、通信制）がある場合においても同様とする。 

 
   Ⅱ．県内離島高校区分 

①～③のすべてに該当する者で、人物・学力ともに優秀で、高等学校（特別支援学校の高等部及び中
等教育学校を含む：以下、同じ）の長が責任を持って推薦できる者 
①長崎県内の離島（離島振興法に規定する地域）の高等学校を令和９年３月卒業見込みの者 

（定時制課程も１高等学校とみなす。） 
②次の（ア）及び（イ）のいずれにも該当する者 
（ア）調査書の全体の学習成績の状況が 4.0 以上、かつ「国語」「数学又は商業」、「外国語」の３教

科の学習成績の状況の平均が 4.0 以上の者 
（イ）志望学科に対し適性を有する者で、学習を含めた学校内外の活動に意欲的に取り組んだ者 
③志願者は、本学の学校推薦型選抜に限定して志願する者で、合格した場合には本学に入学するこ

とを確約できる者 
 

○１高等学校当たりの推薦できる人数 
１高等学校につき１名とする。 
※「県内離島高校区分」に出願した者は、公共政策学科県内高校区分に併願することができる。併願先の

区分において、１高等学校当たりの推薦できる人数は、枠外の扱いとする。 
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２）実践経済学科 
①～④のすべてに該当する者で、人物・学力ともに優秀で、高等学校※１又は専修学校の高等課程の長が
責任を持って推薦できる者 
（※１）高等学校には中等教育学校、特別支援学校の高等部、文部科学大臣が高等学校の課程と同等の

課程又は相当する課程を有するものとして認定又は指定した在外教育施設の当該課程を含みます。 
①「県内」枠は長崎県内、「県外」枠は長崎県外の高等学校又は専修学校の高等課程を令和９年３月卒業

見込みの者 
②調査書の全体の学習成績の状況が 3.8 以上の者 
③次の（ア）又は（イ）の区分に応じ、それぞれの要件を満たす者 
（ア）普通科等区分 

普通科のほか、理数科、文理探究科、英語科など本学が普通科に準ずると認める学科及び下記の（イ）
専門学科の区分に属さない学科に所属する者を対象とする。 
（商業等の専門学科に関する科目を 20 単位以上修得した者（又は修得見込みの者）は、専門学科の
区分での出願となる。） 
※この区分は「大学入学共通テスト」の結果を合否判定に利用する。（詳しくは 25 ページの選抜方法

を参照） 
（イ）専門学科（商業科、農業科、工業科等）区分 

高等学校の専門学科に所属する者又は、総合学科等に所属し、商業、農業、工業等の専門学科に関
する科目を 20 単位以上修得した者（又は修得見込みの者）を対象とする。 
※総合学科以外の学科でも、商業、農業、工業等の専門学科に関する科目を 20 単位以上修得した

者（又は修得見込みの者）は、専門学科の区分での出願となる。 
④志願者は、本学の学校推薦型選抜に限定して志願する者で、合格した場合には本学に入学することを確

約できる者 
 

○１校当たりの推薦できる人数 
①「普通科等区分」は、１校（分校を含む）につき３名以内とする。 

※同一校内に複数の課程（全日制、定時制、通信制）がある場合においても同様とする。 
②「専門学科（商業科、農業科、工業科等）区分」は、推薦できる人数の制限をしない。 

 
（３）国際社会学部 

１）国際社会学科 
①～④のすべてに該当する者で、人物・学力ともに優秀で、高等学校※１又は専修学校の高等課程の長が
責任を持って推薦できる者 
（※１）高等学校には中等教育学校、特別支援学校の高等部、文部科学大臣が高等学校の課程と同等

の課程又は相当する課程を有するものとして認定又は指定した在外教育施設の当該課程を含み
ます。 

①「県内」枠は長崎県内、「県外」枠は長崎県外の高等学校又は専修学校の高等課程を令和９年３月
卒業見込みの者 

②調査書の全体の学習成績の状況が 3.8 以上の者 
③次の（ア）又は（イ）のいずれかに該当する者 
（ア）「大学入学共通テスト」（国際社会学科一般選抜前期日程試験と同教科・科目）を受験する者 

※「大学入学共通テスト」の結果は合否判定には用いない。ただし、受験しなかった場合（受験し
た科目が定められた条件を満たさない場合を含む。）は、合格発表後であっても合格を取り消す。 
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※「外国語」の『英語』は、リスニングを含む。 

（イ）次のⅰ．又はⅱ．のいずれかに該当する者 
ⅰ．次の資格・検定試験のいずれかのスコアを有する者 

・ケンブリッジ英語検定 
・実用英語技能検定準２級 
・GTEC（Core，Basic，Advanced，CBT） 
・IELTS 
・TEAP 
・TOEFL iBT 
・TOEIC L&R 

120 以上（※2） 
1700 以上（※3） 
680 以上（※4） 
4.0 以上（※5） 
135 以上 
42 以上 
450 以上 

（※2）対象となる試験は、A2 Key, B1 Preliminary, B2 First, C1 Advanced, 
C2 Proficiency とする。指定されたスコアを超えていれば合否は問わない。 

（※3）準２級プラス 1700 以上、２級 1728 以上、準１級 1980 以上、１級 2304 以上も可。指
定されたスコアを超えていれば合否は問わない。英検 S-CBT のスコアでも可。 

（※4）GTEC(Core，Basic，Advanced)は、オフィシャルスコアに限る。 
（※5）IELTS は、アカデミック・モジュールによるスコアに限る。 

ⅱ．次の資格・検定試験のいずれかのスコアを有する者 
・中国語検定（中検） 
・HSK（2010 年度以降受験） 
・TECC 公開試験スコア 

４級以上 
３級以上 （※6） 
380 点以上 

（※6）HSK５級・６級については、300 点満点の 6 割（180 点）以上 
④志願者は、本学の学校推薦型選抜に限定して志願する者で、合格した場合には本学に入学することを

確約できる者 
 

○１校当たりの推薦できる人数 
１校（分校を含む）につき県内校３名以内、県外校２名以内とする。 
※同一校内に複数の課程（全日制、定時制、通信制）がある場合においても同様とする。 

 
（４）情報システム学部 

１）情報システム学科 
①～④のすべてに該当する者で、人物・学力ともに優秀で、高等学校※１又は専修学校の高等課程の長が
責任を持って推薦できる者 
（※１）高等学校には中等教育学校、特別支援学校の高等部、文部科学大臣が高等学校の課程と同等の

課程又は相当する課程を有するものとして認定又は指定した在外教育施設の当該課程を含みます。 
①「県内」枠は長崎県内、「県外」枠は長崎県外の高等学校又は専修学校の高等課程を令和９年３月

卒業見込みの者 

教科 国語 地理歴史 公民 数学 理科 外国語 情報

『公共，倫理』 『英語』

『物理』 『ドイツ語』

『化学』 『フランス語』

『生物』 『中国語』

『地学』 『韓国語』

　から１科目 　から１科目

出題
科目

『国語』

『物理基礎
／化学基礎
／生物基礎
／地学基礎』

『情報Ⅰ』

大学入学共通テスト　（６教科７科目）

『地理総合／歴史総合／公共』

から１科目

『地理総合，
地理探究』

『歴史総合，
日本史探究』

『数学Ⅰ，数
学A』『公共，

政治・経済』『歴史総合，
世界史探究』

『数学Ⅱ，数
学B，数学C』
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②調査書の全体の学習成績の状況が 3.8 以上の者 
③次の（ア）又は（イ）のいずれかに該当する者 
（ア）「大学入学共通テスト」（情報システム学科一般選抜前期日程試験と同教科・科目）を受験する者 

※「大学入学共通テスト」の結果は合否判定には用いない。ただし、受験しなかった場合（受験した
科目が定められた条件を満たさない場合を含む。）は、合格発表後であっても合格を取り消す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※「外国語」の『英語』は、リスニングを含む。 

（イ）情報処理技術者試験 レベル１（ＩＴパスポート試験）以上の試験に合格している者 
④志願者は、本学の学校推薦型選抜に限定して志願する者で、合格した場合には本学に入学することを

確約できる者 
 

○１校当たりの推薦できる人数 
１校（分校を含む）につき３名以内とする。 
※同一校内に複数の課程（全日制、定時制、通信制）がある場合においても同様とする。 

２）情報セキュリティ学科 
①～④のすべてに該当する者で、人物・学力ともに優秀で、高等学校※１又は専修学校の高等課程の長が
責任を持って推薦できる者 
（※１）高等学校には中等教育学校、特別支援学校の高等部、文部科学大臣が高等学校の課程と同等の

課程又は相当する課程を有するものとして認定又は指定した在外教育施設の当該課程を含みます。 
①日本国内に所在する高等学校又は専修学校の高等課程を令和９年３月卒業見込みの者 
②調査書の全体の学習成績の状況が 4.0 以上の者 
③次の（ア）又は（イ）のいずれかに該当する者 
（ア）「大学入学共通テスト」（情報セキュリティ学科一般選抜前期日程試験と同教科・科目）を受験す

る者 
※「大学入学共通テスト」の結果は合否判定には用いない。ただし、受験しなかった場合（受験した

科目が定められた条件を満たさない場合を含む。）は、合格発表後であっても合格を取り消す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※「外国語」の『英語』は、リスニングを含む。 

 

教科 国語 地理歴史 公民 数学 理科 外国語 情報

『公共，倫理』 『英語』

『物理』 『ドイツ語』

『化学』 『フランス語』

『生物』 『中国語』

『地学』 『韓国語』

　から１科目 　から１科目

『地理総合／歴史総合／公共』

から１科目

出題
科目

『国語』

『物理基礎
／化学基礎
／生物基礎
／地学基礎』

『情報Ⅰ』

大学入学共通テスト　（６教科７科目）

『地理総合，
地理探究』

『歴史総合，
日本史探究』

『数学Ⅰ，数
学A』『公共，

政治・経済』『歴史総合，
世界史探究』

『数学Ⅱ，数
学B，数学C』
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（イ）情報処理技術者試験 レベル２（基本情報技術者試験又は情報セキュリティマネジメント試験）以上
の試験に合格している者 

④志願者は、本学の学校推薦型選抜に限定して志願する者で、合格した場合には本学に入学することを
確約できる者 

 
○１校当たりの推薦できる人数 

１校（分校を含む）につき４名以内とする。 
※同一校内に複数の課程（全日制、定時制、通信制）がある場合においても同様とする。 

 
（５）看護栄養学部 

１）看護学科 

Ⅰ．離島看護師特別枠を除く区分 
①～③のすべてに該当する者で、人物・学力ともに優秀で、高等学校※１又は専修学校の高等課程の
長が責任を持って推薦できる者 
（※１）高等学校には中等教育学校、特別支援学校の高等部、文部科学大臣が高等学校の課程と同

等の課程又は相当する課程を有するものとして認定又は指定した在外教育施設の当該課程を
含みます。 

①長崎県内の高等学校又は専修学校の高等課程を令和９年３月卒業見込みの者 
②調査書の全体の学習成績の状況が 3.8 以上の者 
③志願者は、本学の学校推薦型選抜に限定して志願する者で、合格した場合には本学に入学するこ

とを確約できる者 
※この区分は「大学入学共通テスト」で受験を要する教科・科目の合計得点率を合否判定に利用する。

（詳しくは 26～27 ページの選抜方法を参照） 

 

○１校当たりの推薦できる人数 

１校（分校を含む）につき３名以内とする。 

※同一校内に複数の課程（全日制、定時制、通信制）がある場合においても同様とする。 

 

Ⅱ．離島看護師特別枠 

①～⑥のすべてに該当する者 

①日本国内に所在する高等学校※１又は専修学校の高等課程を令和９年３月卒業見込みの者※２ 

（※１）高等学校には中等教育学校、特別支援学校の高等部、文部科学大臣が高等学校の課程と

同等の課程又は相当する課程を有するものとして認定又は指定した在外教育施設の当該課

程を含みます。 

（※２）地域を離島部に限定しない。 

②人物・学力ともに優秀で、高等学校又は専修学校の高等課程の長が責任をもって推薦できる者 

③看護学科に対し適性を有し、離島医療を担う看護師として、長崎県の離島医療に貢献することを志す者 

④長崎県病院企業団の離島の病院（五島中央病院、上五島病院、対馬病院、壱岐病院）の修学資金

の貸与を受けることを確約できる者 

※修学資金の貸与を受けることを前提とした長崎県病院企業団企業長の推薦書を出願書類と併せて

提出すること。 

※修学資金の貸与については、別途長崎県病院企業団への申請が必要です。 

※修学資金を貸与した離島病院に貸与期間の 1.5 倍（１年未満は切上げ）以上にわたり在職した場

合は、修学資金の返還が免除されます。 

⑤志願者は、本学の学校推薦型選抜（離島看護師特別枠）に限定して志願する者で、合格した場合に

は本学に入学することを確約できる者 

⑥調査書の全体の学習成績の状況が 3.8 以上である者 

※この区分は「大学入学共通テスト」で受験を要する教科・科目の合計得点率を合否判定に利用する。

（詳しくは 26～27 ページの選抜方法を参照） 
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（注）【離島看護師特別枠】修学資金貸与 

長崎県病院企業団等の修学資金について 

出願要件となる修学資金の貸与に関するお問い合わせ先は、以下のとおりです。 

・長崎県病院企業団本部 総務部総務人事班 

・長崎県五島中央病院 総務課総務係 

・長崎県上五島病院 総務課総務係 

・長崎県対馬病院 総務課総務係 

・長崎県壱岐病院 総務課総務係 

ＴＥＬ 095-825-2255 

ＴＥＬ 0959-72-3181 

ＴＥＬ 0959-52-3000 

ＴＥＬ 0920-54-7111 

ＴＥＬ 0920-47-1131 

 

○１校当たりの推薦できる人数 

１校（分校を含む）につき２名以内とする。 

※同一校内に複数の課程（全日制、定時制、通信制）がある場合においても同様とする。 

 

２）栄養健康学科 

①～③のすべてに該当する者で、人物・学力ともに優秀で、高等学校※１又は専修学校の高等課程の長

が責任を持って推薦できる者 

（※１）高等学校には中等教育学校、特別支援学校の高等部、文部科学大臣が高等学校の課程と同等

の課程又は相当する課程を有するものとして認定又は指定した在外教育施設の当該課程を含み

ます。 

①長崎県内の高等学校又は専修学校の高等課程を令和９年３月卒業見込みの者 

②調査書の全体の学習成績の状況が 3.8 以上の者 

③志願者は、本学の学校推薦型選抜に限定して志願する者で、合格した場合には本学に入学すること

を確約できる者 

※この区分は「大学入学共通テスト」で受験を要する教科・科目の合計得点率を合否判定に利用す

る。（詳しくは 27 ページの選抜方法を参照） 

 

○１校当たりの推薦できる人数 

１校（分校を含む）につき３名以内とする。 

※同一校内に複数の課程（全日制、定時制、通信制）がある場合においても同様とする。 

 

４．出願手続 

 

（１）出願登録期間・検定料支払期限・出願書類提出期限 

 出願登録期間 
検定料 

支払期限 

出願書類 

提出期限 

令和８年１１月１日（日） 

～１１月９日（月） 

17：00 まで 

令和８年１１月９日（月） 

17：00 まで 

令和８年１１月９日（月） 

必着 

 

（２）出願方法 

①長崎県立大学ホームページにアクセスし「インターネット出願はこちら」から出願してください。 

https://sun.ac.jp/ 

※Post@net のログイン画面より「新規登録」ボタンから、アカウントを作成してください。 

※Post@net の本学のページに掲載の『はじめに』をよく確認してください。 
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※≪アカウント作成 ⇒ 出願登録 ⇒ 検定料の支払い ⇒ 出願書類の提出≫で出願手続が完了しま

す。 

②出願書類等は、検定料支払後にダウンロードが可能になる【封筒貼付用宛名シート】を貼り付けた角２封

筒に入れ、必ず「簡易書留・速達」で郵送してください。 

持参する場合の受付時間は、平日の９時から１７時までとします。 

 

（３）出願先 

経営学部 

（経営学科、国際経営学科） 

地域創造学部 

（公共政策学科、実践経済学科） 

〒858-8580 

長崎県佐世保市川下町 123 番地 

長崎県立大学佐世保校 学生支援課学生グループ 

国際社会学部 

（国際社会学科） 

情報システム学部 

（情報ｼｽﾃﾑ学科、情報ｾｷｭﾘﾃｨ学科） 

看護栄養学部 

（看護学科、栄養健康学科） 

〒851-2195 

長崎県西彼杵郡長与町まなび野１丁目１番１ 

長崎県立大学シーボルト校 学生支援課学生グループ 

 

（４）出願書類等 

 出願書類は、「インターネット出願システムから印刷するもの」と、「志願者が各自で準備するもの」があり

ます。 

○インターネット出願システムから印刷するもの 

※検定料の支払い後に、「インターネット出願 入金完了」メールが届いたら、Post@net にログインし、「出願

内容一覧」から長崎県立大学の『出願内容を確認』にアクセスして、【出願確認票（入金済）】、【封筒貼付

用宛名シート】をダウンロードし、ページの拡大・縮小はせずにＡ４サイズの用紙に印刷してください。 

出願書類等 摘   要 

令和９年度 

長崎県立大学 

出願確認票 

【入金済】 

＜全学部＞ 

①出願内容、志願者情報に間違いがないか確認してください。 

②必ず【入金済】と記載された出願確認票を利用してください。 

※【未入金】と記載された出願確認票は志願者本人、保護者、高校教員等の確認用

に利用し、大学に郵送しないでください。 

封筒貼付用 

宛名シート 

＜全学部＞ 

①出願内容、志願者情報に間違いがないか確認してください。 

②カラーまたは２色刷りで印刷してください。 

③宛名シートを市販の角２封筒（240 ㎜×332 ㎜）に貼り付け、出願書類を同封し、必

ず「簡易書留・速達」で郵送してください。封筒の色は問いません。 

※封筒貼付用宛名シートが出力できない場合は、直接封筒に以下の内容を記入して

ください。 

・入試区分    ・学部・学科 

・区分・出願要件 ・出願登録番号 

・志願者情報（郵便番号、住所、氏名、フリガナ） 

・高等学校等名 

・『入試出願書類在中』（朱書き） 

・出願先住所 

志望学部によって「（３）出願先」のいずれかの住所を記載してください。 
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○志願者が各自で準備するもの 
 ※本学所定の様式は、必ず最新の様式をダウンロードしてご利用ください。 

出願書類等 摘   要 

推薦書 
＜全学部＞ 

①本学所定の様式により、学校長が作成し、厳封したもの。 
②本学ＨＰ（入試情報／学部入試／学校推薦型選抜）からダウンロードし作成してく

ださい。なお、作成する場合は必ず両面印刷をしてください。 
 ※データ入力可 
 ※押印不要 
③公共政策学科【県内離島高校区分】と公共政策学科県内高校区分を併願する場

合も「推薦書」はそれぞれ提出してください。 

調査書 
＜全学部＞ 

①文部科学省所定の様式により、学校長が作成し、厳封したもの。 
②公共政策学科【県内離島高校区分】と公共政策学科県内高校区分を併願する場

合も「調査書」はそれぞれ提出してください。 
※被災その他の事情により調査書が得られない場合には、志望学部の学生

支援課学生グループに申し出てください。 

志望理由書 
＜公共政策学科＞ 
※県内離島高校区分志願者のみ 

＜実践経済学科＞ 
※専門学科区分志願者のみ 

＜国際社会学部＞ 
＜情報システム学部＞ 
＜看護栄養学部＞ 

本学ＨＰから所定の様式をダウンロードし、志願者本人が記入してください。 
※データ入力可（実践経済学科志願者は、必ずデータで作成してください。） 

自己推薦書 
＜公共政策学科＞ 
※県内離島高校区分志願者のみ 

本学ＨＰから所定の様式をダウンロードし、志願者本人が記入してください。 
※データ入力可 

活動記録書 
＜実践経済学科＞ 
※専門学科区分志願者のみ 

＜国際社会学部＞ 

本学ＨＰから所定の様式をダウンロードし、志願者本人が記入してください。 
※データ入力可（実践経済学科志願者は、必ずデータで作成してください。） 
※両面で印刷すること。 

離島看護師特別枠 
推薦書 
＜看護学科＞ 
※離島看護師特別枠志願者のみ 

修学資金の貸与を受けることを前提とした長崎県病院企業団企業長の 
推薦書 

検定試験関係書類 
※該当者のみ 

資格・検定試験の要件で出願する者は、合格証又はスコアの写し（可能な限りＡ４サ
イズ、モノクロ）を添付してください。なお、出願時点で合格又は出願要件となるスコ
アを満たすことが確定しているが証書等が未着の場合、志望学部の学生支援課学
生グループまでご連絡ください。 
 
合格証の写し・・・ 日本商工会議所主催簿記検定試験２級以上 

日本商工会議所主催リテールマーケティング（販売士） 
検定２級以上（販売士認定証（カード）の写しで可）

全国商業高等学校協会主催検定試験第１級 
情報処理技術者試験レベル１（ＩＴパスポート試験） 
情報処理技術者試験レベル２（基本情報技術者試験 

又は情報セキュリティマネジメント試験） 
中国語検定（中検）４級以上 
 

スコアの写し・・・ ケンブリッジ英語検定 
実用英語技能検定 
GTEC（Core，Basic，Advanced，CBT） 
IELTS 
TEAP 
TOEFL iBT 
TOEIC L&R 
HSK（2010 年度以降受験） 
TECC 公開試験スコア 
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（５）出願上の注意事項 
①国公立大学の学校推薦型選抜（大学入学共通テストを課す場合、課さない場合を含めて）への出願は、

一つの大学・学部のみです。なお、本学看護学科学校推薦型選抜内での併願はできません。 
②大学入学共通テスト「外国語」の『英語』を受験する者は、リスニングを必ず受験してください。ただし、大

学入試センターにおいて審査の上、リスニングの免除を許可された者を除きます。 
③出願書類に手書きで記入する場合は、楷書で正しく明確に記入してください。また、黒色のボールペンで

記入してください。 
④出願書類作成にあたっては、生成ＡＩ等による自動生成を利用しないでください。 
⑤出願書類がすべてそろっていない場合には受付できませんので、出願の際には十分確認してください。 
⑥学科・区分ごとの推薦可能人数に制限がありますので、必ず事前に高校の先生に出願書類一式の確認

を受けたうえで提出してください。推薦上限人数を超えて出願された場合、ご自身もしくは他の志願者の
出願を受理できないことがあります。特に、インターネット出願システムにおける登録の際には、志望学部
学科・入試区分を正しく登録するようご注意ください。 

⑦出願書類郵送後の記入事項の変更は認めません。ただし、氏名、住所、電話番号に変更があった場合は、
志望学部の受付を行う学生支援課学生グループに連絡してください。 

⑧入学を許可した後であっても、提出された出願書類の記載と相違する事実が発見された場合には、入学
を取り消すことがあります。 

⑨一度受理した出願書類は返却しません。 
⑩既納の検定料は、次に該当する場合のみ返還します。 

（ア）出願書類を提出しなかった場合 
（イ）出願が受理されなかった場合 
（ウ）二重に振り込んだ場合 

 
（６）受験票の準備 

出願書類の受理、検定料の入金が確認されると、選抜期日の７日前を目途に「デジタル受験票ダウンロ
ード指示メール」が届きます。メールが届いた後、Post@net にログインし、「出願内容一覧」から長崎県立
大学の『出願内容を確認』にアクセスして「デジタル受験票」をダウンロードし、印刷して、大切に保管してく
ださい。受験票は受験時に必要ですので、必ず持参してください。 
※選抜期日の７日前までにメールが届かない場合は、志望学部の学生支援課学生グループまでご連絡く

ださい。 

（７）受験上の配慮 
障がい等のある入学志願者で、受験上及び修学上特別な配慮を必要とする場合は、令和８年１０月１４日

（水）までに、学生支援課学生グループに申し出てください。 
なお、必要な場合は、本人又はその立場を代弁できる出身学校関係者との面談や医師の診断書等の提

出をお願いすることがあります。 

（８）大学入学共通テスト成績請求情報の提供手続き 
大学入学共通テストを課す学校推薦型選抜においては、下記期間内に大学入学共通テストの成績請求

情報の提供手続きをしていただく必要があります。（本学は「Web 方式」を採用しております。） 
下記の志願者については、大学入試センターのマイページ上で「申込番号」等※１を確認し、本学のインタ

ーネット出願システムで「ユーザーID」「パスワード」「申込番号」を入力のうえ「大学入学共通テスト成績
請求情報を取得」ボタンを押下後、「共通テスト成績請求情報」欄に、試験場コード（6 桁）－受験番号（数
字 4 桁とアルファベット）－固定値（「1」）が正しく表示されているかを確認してください。※２ 

入力期間：令和８年１２月７日（月）～１２月２２日（火） 
※１２月４日（金）10:00 から入力は可能です。 

経営学部 経営学科（出願要件③（ア）に該当する者）の合格者 

国際経営学科（出願要件③（ア）に該当する者）の第１次選考合格者 

 

地域創造学部 公共政策学科（県内離島高校区分を除く全ての区分）の志願者 

実践経済学科（普通科等区分）の志願者 
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      国際社会学部、情報システム学部 出願要件③（ア）に該当する者の合格者 

看護栄養学部 第１次選考合格者 

※１「申込番号」等とは、共通テスト出願サイトの「ユーザーID（メールアドレス）・パスワード」及び「申込
番号」のことです。なお、「申込番号」は、大学入学共通テスト出願後であれば、随時確認できます。 

※２「令和９年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト受験案内」の５４ページ参照。 
＜大学入試センターＨＰ＞ 

https://www.dnc.ac.jp/kyotsu/shiken_jouhou/r9/r9_jukenannai.html 

（９）併願をする際の注意事項 ※地域創造学部公共政策学科【県内離島高校区分】のみ 
      公共政策学科【県内離島高校区分】と公共政策学科県内高等学校区分を併願する場合は、それぞれ個

別に出願登録を行い、出願書類は別々に郵送してください。検定料もそれぞれ必要です。 
  また、選抜期日および選抜方法も異なりますので、該当ページを参照してください。 

 

５．選抜方法等 
  
（１）経営学部 

①選抜期日・試験時間等 
      経営学科／国際経営学科 

科目等 選抜期日 試験時間 

小論文 令和８年１１月２８日（土） 10：00～11：30（90 分） 

面接 

長崎県外高等学校区分： 
令和８年１１月２８日（土） 

13：00～17：00（予定） 

長崎県内高等学校区分： 
令和８年１１月２９日（日） 

10：00～12：00（予定） 

13：00～17：00（予定） 

※９時 00 分から９時 40 分までに試験室に入室し、待機してください。 
※面接試験は試験開始時刻までに、決められた面接控室に入室し、待機してください。 

なお、面接試験開始時に不在であった場合には、欠席したものとして取り扱います。 
※長崎県内高等学校区分の面接試験時間は、午前・午後どちらに該当するかを令和８年 11 月 25 日（水）

までに本学ホームページに掲載しますので、受験番号と面接試験時間を確認のうえ受験してください。 
  なお、長崎県内の離島（離島振興法に規定する地域）の高等学校に在籍する受験者の面接試験開始時

刻は、原則として、令和８年１１月２９日（日）10 時とします。 
 
②科目等の配点 

学科 小論文 面接 合計 

経営 100 点 25 点 125 点 

国際経営 100 点 25 点 125 点 

 
③選抜方法及び大学入学共通テストの利用教科・科目等の配点 

■経営学科 
 提出された推薦書、調査書等の出願書類及び大学が実施する小論文、面接の結果を総合して選抜す
る。 
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■国際経営学科（出願要件③（ア）に該当する者） 
 第１次選考：提出された推薦書、調査書等の出願書類及び大学が実施する小論文（和文及び英文の

問題文に解答する。）、面接の結果を総合して判定する。 
   最終選考 ：第１次選考合格者のうち、大学入学共通テストにおいて、『英語』（200 点満点）の得点率

が原則として 65％以上であった者を最終合格者とする。ただし、大学入学共通テストにお
いて、受験した科目が定められた条件を満たさない場合は、選考の対象としない。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※注意事項：大学入学共通テストの利用方法について 

・「外国語」の『英語』は、リーディング 100 点満点とリスニング 100 点満点の合計得点 200 点満点とする。 

・『地理総合／歴史総合／公共』は１出題科目で、３つの出題範囲から２つを選択解答する。 

・『物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎』は１出題科目で、４つの出題範囲から２つを選択解答する。 

・「外国語」の『英語』を受験する者は、リスニングを必ず受験すること。ただし大学入試センターにおいて審査の上、リス

ニングの免除を許可された者を除く。なお、リスニングの免除を許可された者については、リーディング（100 点満点）

を 200 点満点に換算する。 

 
■国際経営学科（出願要件③（イ）に該当する者） 

    提出された推薦書、調査書等の出願書類及び大学が実施する小論文（和文及び英文の問題文に解
答する。）、面接の結果を総合して選抜する。 

 
④試験会場 

      長崎県立大学佐世保校   長崎県佐世保市川下町 123 番地 
 
（２）地域創造学部 

①選抜期日・試験時間等 
■公共政策学科（県内離島高校区分）／実践経済学科（専門学科区分） 

科目等 選抜期日 試験時間 

小論文 

令和８年１１月２８日（土） 

10：00～11：30（90 分） 

集団面接・集団討論 
（公共政策学科（県内離島高校区分）） 

13：00～17：00（予定） 
面接 

（実践経済学科（専門学科区分）） 
※９時 00 分から９時 40 分までに試験室に入室し、待機してください。 
※面接試験（集団面接・集団討論）は試験開始時刻までに、決められた面接控室に入室し、待機してく

ださい。 
なお、面接試験開始時に不在であった場合には、欠席したものとして取り扱います。 
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   ■公共政策学科（県内離島高校区分を除く全ての区分）／実践経済学科（普通科等区分） 

科目等 選抜期日 試験時間 

面接 

長崎県外高等学校区分： 
令和８年１１月２８日（土） 

13：00～17：00（予定） 

長崎県内高等学校区分： 
令和８年１１月２９日（日） 

10：00～12：00（予定） 

13：00～17：00（予定） 

※面接試験は以下の時刻までに、決められた面接控室に入室し、待機してください。 
なお、面接試験開始時に不在であった場合には、欠席したものとして取り扱います。 
（公共政策学科（県内離島高校区分を除く全ての区分）・実践経済学科（普通科等区分）の受験者は
面接のみ実施） 
県外高等学校区分 

    １１月２８日（土）12 時 00 分から 12 時 40 分 
 県内高等学校区分（面接試験開始時刻 10 時に該当する場合）  

 １１月２９日（日）９時 00 分から９時 40 分 
県内高等学校区分（面接試験開始時刻 13 時に該当する場合） 

１１月２９日（日）12 時 00 分から 12 時 40 分 
     ※長崎県内高等学校区分の面接試験時間は、いずれに該当するかを令和８年 11 月 25 日（水）までに

本学ホームページに掲載しますので、受験番号と面接試験時間を確認のうえ受験してください。 
       なお、長崎県内の離島（離島振興法に規定する地域）の高等学校に在籍する受験者の面接試験開始

時刻は、原則として、令和８年１１月２９日（日）10 時とします。 
 

②科目等の配点 

学科 区分 小論文 面接 
大学入学 
共通テスト 

合計 

公共政策 

県内離島高校区分を 
除く全ての区分 

― 200 点 425 点 625 点 

県内離島高校区分 100 点 100 点※ ― 200 点 

実践経済 
普通科等区分 ― 200 点 650 点 850 点 

専門学科区分 100 点 50 点 ― 150 点 

※公共政策学科（県内離島高校区分）の面接試験は、集団面接及び集団討論 
 

③選抜方法及び大学入学共通テストの利用教科・科目等の配点 
■公共政策学科（県内離島高校区分を除く全ての区分） 

提出された推薦書、調査書等の出願書類、大学が実施する面接及び大学入学共通テストの成績を総
合して選抜する。ただし、大学入学共通テストにおいて、受験した科目が定められた条件を満たさない場
合は、選考の対象としない。 
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※注意事項:大学入学共通テストの利用方法について 

・「国語」、「数学」及び「外国語」は 200 点満点を 100 点満点に換算する。なお、「外国語」の『英語』は、リーディン

グ 100 点満点を 75 点満点に換算、リスニング 100 点満点を 25 点満点に換算し、合計得点 100 点満点とす

る。なお、「情報Ⅰ」は、100 点満点を 25 点満点に換算する。 

・「地理歴史・公民」について、２科目受験した場合は、第１解答科目を合否判定に用いる。 

・『地理総合／歴史総合／公共』は１出題科目で、３つの出題範囲から２つを選択解答する。 

・「外国語」の『英語』を受験する者は、リスニングを必ず受験すること。ただし大学入試センターにおいて審査の上、リス

ニングの免除を許可された者を除く。なお、リスニングの免除を許可された者については、リーディング（100 点満点）

のみを用いる。 

■公共政策学科（県内離島高校区分） 

大学が実施する小論文、提出された推薦書、調査書等の出願書類、集団面接及び集団討論の結果を

総合して選抜する。 

 

■実践経済学科（普通科等区分） 

提出された推薦書、調査書等の出願書類、大学が実施する面接及び大学入学共通テストの成績を総

合して選抜する。ただし、大学入学共通テストにおいて、受験した科目が定められた条件を満たさない場

合は、選考の対象としない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※注意事項:大学入学共通テストの利用方法について 

・「国語」は 200 点満点を 100 点満点に換算する。また、「外国語」の『英語』は、リーディング 100 点満点を 150 点

満点に換算、リスニング 100 点満点を 50 点満点に換算し、合計得点 200 点満点とする。なお、「情報Ⅰ」は、100

点満点を 50 点満点に換算する。 

・「地理歴史・公民」について、２科目受験した場合は、第１解答科目を合否判定に用いる。 

・『地理総合／歴史総合／公共』は１出題科目で、３つの出題範囲から２つを選択解答する。 

・「外国語」の『英語』を受験する者は、リスニングを必ず受験すること。ただし大学入試センターにおいて審査の上、リス

ニングの免除を許可された者を除く。なお、リスニングの免除を許可された者については、リーディング（100 点満点）

を 200 点満点に換算する。 

 

■実践経済学科（専門学科区分） 
提出された志望理由書・活動記録書、推薦書、調査書等の出願書類及び大学が実施する小論文、面

接の結果を総合して選抜する。 
 
④試験会場 

長崎県立大学佐世保校   長崎県佐世保市川下町 123 番地 
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（３）国際社会学部・情報システム学部 

①選抜期日・試験時間等 

科目等 選抜期日 試験時間 

小論文 
令和８年１１月２８日（土） 

10：00～11：30（90 分） 

面接 12：30～17：00（予定） 

※小論文試験は９時 00 分から９時 40 分までに指定された教室に入室し、着席してください。 
※面接試験は試験開始時刻までに、決められた面接控室に入室し、待機してください。 

なお、面接試験開始時に不在であった場合には、欠席したものとして取り扱います。 
 

②科目等の配点 

学科 小論文 面接 合計 

国際社会 80 点 20 点 100 点 

情報システム 75 点 25 点 100 点 

情報セキュリティ 50 点 50 点 100 点 

 
③選抜方法 

提出された推薦書、調査書等の出願書類及び大学が実施する小論文、面接の結果を総合して選抜する。 
 
④試験会場 

長崎県立大学シーボルト校   長崎県西彼杵郡長与町まなび野１丁目１番１ 
 
（４）看護栄養学部 

①選抜期日・試験時間等 

科目等 選抜期日 試験時間 

面接 令和８年１１月２８日（土） 12：30～17：00（予定） 

※面接試験は 11 時 40 分から 12 時 15 分までに決められた面接控室に入室し、待機してください。 
なお、面接試験開始時に不在であった場合には、欠席したものとして取り扱います。 

 
②科目等の配点 

学科 面接 合計 

看護（離島看護師特別枠を含む） 100 点 100 点 

栄養健康 100 点 100 点 

 
③選抜方法及び大学入学共通テストの利用教科・科目等の配点 

■看護学科（離島看護師特別枠を含む） 
第１次選考：提出された推薦書、調査書等の出願書類及び大学が実施する面接の結果を総合して判

定する。 
最終選考 ：第１次選考合格者のうち、大学入学共通テストで受験を要する教科・科目の合計得点率

が原則として 55％以上であった者を最終合格者とする。ただし、大学入学共通テストにお
いて、受験した科目が定められた条件を満たさない場合は、選考の対象としない。 
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※注意事項:大学入学共通テストの利用方法について 

・「国語」、「数学」は 200 点満点を 100 点満点、「地理歴史・公民」、「理科」は 100 点満点を 50 点満点に換算

する。また、「外国語」の『英語』は、リーディング 100 点満点を 75 点満点に換算、リスニング 100 点満点を 25

点満点に換算し、合計得点 100 点満点とする。なお、「情報Ⅰ」は 100 点満点を 10 点満点に換算する。 

・「地理歴史・公民」について、２科目受験した場合は、第１解答科目を合否判定に用いる。 

・「理科」について、２科目受験した場合は、第１解答科目を合否判定に用いる。 

・『地理総合／歴史総合／公共』は１出題科目で、３つの出題範囲から２つを選択解答する。 

・『物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎』は１出題科目で、４つの出題範囲から２つを選択解答する。 

・「外国語」の『英語』は、リスニングを必ず受験すること。ただし大学入試センターにおいて審査の上、リスニングの免

除を許可された者を除く。なお、リスニングの免除を許可された者については、リーディング（100 点満点）のみを

用いる。 

 
■栄養健康学科 

第１次選考：提出された推薦書、調査書等の出願書類及び大学が実施する面接の結果を総合して判
定する。 

最終選考 ：第１次選考合格者のうち、大学入学共通テストで受験を要する教科・科目の合計得点率
が原則として 50％以上であった者を最終合格者とする。ただし、大学入学共通テストにお
いて、受験した科目が定められた条件を満たさない場合は、選考の対象としない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※注意事項:大学入学共通テストの利用方法について 

・「理科」は 100 点満点を 200 点満点に換算する。また、「外国語」の『英語』は、リーディング 100 点満点を 150

点満点に換算、リスニング 100 点満点を 50 点満点に換算し、合計得点 200 点満点とする。なお、「情報Ⅰ」は

100 点満点を 20 点満点に換算する。 

・「地理歴史・公民」について、２科目受験した場合は、第１解答科目を合否判定に用いる。 

・「理科」について、２科目受験した場合は、第１解答科目を合否判定に用いる。 

・『地理総合／歴史総合／公共』は１出題科目で、３つの出題範囲から２つを選択解答する。 

・『物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎』は１出題科目で、４つの出題範囲から２つを選択解答する。 

・「外国語」の『英語』は、リスニングを必ず受験すること。ただし大学入試センターにおいて審査の上、リスニングの免

除を許可された者を除く。なお、リスニングの免除を許可された者については、リーディング（100 点満点）を 200

点満点に換算する。 
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④試験会場 
長崎県立大学シーボルト校   長崎県西彼杵郡長与町まなび野１丁目１番１ 

 
（５）受験上の注意事項 

①小論文試験開始後は、20 分以内の遅刻に限り受験を認めますが、試験時間の延長は行いません。面接
試験は、定められた時刻までに、決められた面接控室に集合し、待機してください。※面接試験開始時に
不在であった場合は、欠席したものとして取り扱います。 

②本学が指定した科目等のいずれか一つでも受験しなかった者は、入学者選抜の対象から除きます。 
③当日は、受験票を必ず持参してください。なお、公共政策学科（県内離島高校区分）と県内高等学校区

分を併願する場合は、該当の受験票が必要となります。 
④受験票を忘れた者は、試験場所定の仮受験票発行受付で仮受験票の交付を受けてください。また、受験

票は試験後も大切に保管してください。 
⑤小論文試験の実施時に、受験票を試験監督者が見えるよう机上に置いてください。 
⑥小論文試験の試験時間中に使用を許可するものは、黒鉛筆（和歌・格言等が印刷されているものは不

可）、鉛筆キャップ、シャープペンシル、消しゴム、鉛筆削り（電動式・大型のもの・ナイフ類は不可）、時計
（辞書、電卓、端末等の機能があるものや、それらの機能の有無が判別しづらいもの・秒針音のするもの・
キッチンタイマーや学習タイマー・大型のものは不可）、眼鏡（スマートグラス等は不可）、ハンカチ、目薬、
ティッシュペーパー（袋又は箱から中身だけ取り出したもの）に限ります。これ以外の所持品を使用または
置いている場合には、解答を一時中断させて、試験終了まで預かることがあります。 

⑦試験室内での発言は、必ず挙手をして、監督者の許可を得て行ってください。 
⑧試験時間内の退室は認めません。なお、発病等やむを得ない場合は、挙手をして監督者の指示に従って

ください。 
⑨携帯電話、スマートフォン、ウェアラブル端末（スマートウォッチやスマートグラス等）、タブレット端末等の

電子機器類は、試験室に入る前に必ずアラームの設定を解除し電源を切り、かばんに入れてください。 
⑩試験室内で英文字、地図等がプリントされている衣服等、試験実施に影響を与えるものを着用している

場合は、必要に応じ脱衣等の指示に従っていただきます。 
⑪試験時間中は、受験者間の物品の貸借は一切認めません。 
⑫面接試験終了時間は未定です。公共交通機関や宿泊所の利用については、十分注意して予約等を行っ

てください。 
⑬試験場では昼食の販売は行いませんので、各自持参してください。 
⑭試験場には、受験者用駐車場がありませんので、公共交通機関を利用してください。 
⑮試験前日の午後に限り試験場の下見はできますが、建物内への立ち入りはできません。 
⑯その他必要な事項が生じた場合には、志願者情報に登録されたメールアドレスへの通知又は大学のホー

ムページに掲載します。 
 

（６）不正行為 
①次のことをすると不正行為となります。 
・出願確認票、受験票、解答用紙へ故意に虚偽の記入（インターネット出願の際、本人以外の写真を使用す
ることや、解答用紙に本人以外の氏名・受験番号を記入するなど。）をすること。 

・カンニング（試験に関係するメモやコピーなどを机上等に置いたり見たりすること、教科書、参考書、辞書
等の書籍類の内容を見ること、他の受験者の答案等を見ること、他の人から答えを教わることなど。）をす
ること。 

・他の受験者に答えを教えたりカンニングの手助けをすること。 
・配付された問題冊子を、その試験時間が終了する前に試験室から持ち出すこと。 
・解答用紙を試験室から持ち出すこと。 
・「解答はじめ。」の指示の前に、問題冊子を開いたり解答を始めること。 
・試験時間中に、携帯電話、スマートフォン、ウェアラブル端末（スマートウォッチやスマートグラス等）、タブレ
ット端末、電子辞書、IC レコーダー、イヤホン、音楽プレーヤー等の電子機器類を使用すること。 
※イヤホンについては、耳に装着していれば使用しているものとします。（試験時間中、病気・負傷や障がい

等により補聴器等を使用したい場合は、受験上の配慮申請が必要です。） 
・「解答やめ。鉛筆を置いてください。」の指示に従わず、鉛筆や消しゴムを持っていたり解答を続けること。 
②上記①以外にも、次のことをすると不正行為となることがあります。 
・試験時間中に使用を許可するもの以外や、携帯電話、スマートフォン、ウェアラブル端末（スマートウォッチ
やスマートグラス等）、タブレット端末、電子辞書、IC レコーダー、イヤホン、音楽プレーヤー等の電子機器
類、教科書、参考書、辞書等の書籍類をかばんにしまわず、机上に置いていたり、身に着けていたり手に持
っていること。 

・試験時間中に携帯電話や時計等の音（着信・アラーム・振動音など。）を長時間鳴らすなど、試験の進行
に影響を与えること。 
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・試験に関することについて、自身や他の受験者が有利になるような虚偽の申出をすること。 
・試験場において他の受験者の迷惑となる行為をすること。 
・試験場において監督者等の指示に従わないこと。 
・その他、試験の公平性を損なうおそれのある行為をすること。 
③不正行為をした者及び監督者の指示に従わない者は、直ちに退場させます。その場合は、以後の受験は

できなくなるとともに、受験した試験の成績は無効とします。なお、極めて悪質な不正行為を行った場合
は、警察に被害届を提出する場合があります。 

 

６．合格発表 
 
（１）合格発表日 

経営学部 経営学科・国際経営学科（出願要件③（イ）に該当する者）） 
地域創造学部 公共政策学科（県内離島高校区分）・実践経済学科（専門学科区分） 
国際社会学部・情報システム学部 

令和８年１２月７日（月）10 時 
 

地域創造学部 公共政策学科（県内離島高校区分を除く全ての区分） 
実践経済学科（普通科等区分） 

令和９年２月９日（火）10 時 

経営学部 国際経営学科（出願要件③（ア）に該当する者） 
看護栄養学部 
【第１次選考】令和８年１２月７日（月）10 時 
【最 終 選 考】令和９年２月９日（火）10 時 

 
（２）合格発表方法 

①インターネット出願システム Post@net へログインし「出願内容一覧」より長崎県立大学の「合否結果照
会」を選択してください。なお、試験を欠席した場合は合否結果の照会はできません。 

②受験内容を確認し間違いなければ「合否照会」をクリックし、合否結果を確認してください。 
③書面での「第１次選考結果通知書」及び「合格通知書」は発送しません。「第１次選考結果通知書ダウン

ロード」または「合格通知書ダウンロード」より通知書（PDF ファイル）をダウンロードし、必要に応じて各
自印刷してください。 
※Post@net による照会期間 
Ⅰ．経営学部 経営学科・国際経営学科（出願要件③（イ）に該当する者） 

地域創造学部 公共政策学科（県内離島高校区分）・実践経済学科（専門学科区分） 
国際社会学部・情報システム学部 

合格発表日から令和８年１２月１６日（水） 17 時まで 

Ⅱ．地域創造学部 公共政策学科（県内離島高校区分を除く全ての区分） 
実践経済学科（普通科等区分） 

合格発表日から令和９年２月１７日（水） 17 時まで 

Ⅲ．経営学部 国際経営学科（出願要件③（ア）に該当する者） 
看護栄養学部 

【第１次選考】合格発表日から令和８年１２月１６日（水） 17 時まで 
【最 終 選 考】合格発表日から令和９年２月１７日（水） 17 時まで 

④合格者は、「ファイルダウンロード」より書類（PDF ファイル）をダウンロードしてください。 
⑤電話等による問い合わせには応じません。 
※Post@net の「合否結果照会」ページにおける誤操作・見間違い・使用機器の不具合・通信障害等を理

由とした入学手続期間の延長は認められませんので、十分注意してください。 
⑥受験者が在籍する学校長あてに受験結果通知書を発送します。 

（３）大学入学共通テスト成績請求情報の提供手続き 
   21 ページ４．出願手続（８）を参照してください。 
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７．入学手続 
 
（１）入学手続期間 

経営学部 経営学科・国際経営学科（出願要件③（イ）に該当する者） 
地域創造学部 公共政策学科（県内離島高校区分）・実践経済学科（専門学科区分） 
国際社会学部・情報システム学部 

令和８年１２月８日（火）～１２月１６日（水） 必着 

経営学部 国際経営学科（出願要件③（ア）に該当する者） 
地域創造学部 公共政策学科（県内離島高校区分を除く全ての区分） 

実践経済学科（普通科等区分） 
看護栄養学部 

令和９年２月１０日（水）～２月１７日（水） 必着 

（２）入学手続先 

経営学部 
地域創造学部 

〒858-8580  長崎県佐世保市川下町 123 番地 
               長崎県立大学佐世保校 学生支援課学生グループ 

国際社会学部 
情報システム学部 

看護栄養学部 

〒851-2195  長崎県西彼杵郡長与町まなび野１丁目１番１ 
長崎県立大学シーボルト校 学生支援課学生グループ 

 
（３）入学手続方法 

①入学手続の詳細及び必要な書類は、郵送します。 
②提出書類は、大学窓口へ直接持参いただくか、「簡易書留・速達」又は「レターパックプラス」で郵送して

ください。 
③持参の場合の受付時間は、平日の９時から 17 時までとします。 
④一度受理した入学手続書類は返還しません。 

 
（４）留意事項 

①学校推薦型選抜の合格者が入学を辞退することは基本的に認められませんが、特別の事情がある場合
は、推薦した学校長が連署し、理由を付した「推薦入学辞退願」（任意様式）を令和８年 12 月 16 日
（水）※17 時まで（必着）に本学学長あてに提出してください。 
※国際経営学科（出願要件③（ア）に該当する者）、公共政策学科（県内離島高校区分を除く全ての区分）、

実践経済学科（普通科等区分）、看護学科及び栄養健康学科については、令和９年２月１７日（水）17 時
まで（必着）に提出してください。 

②学校推薦型選抜に合格し、入学手続を行った者は、入学辞退の許可を得た場合を除き本学及び他の国
公立大学の一般選抜（前期・中期・後期日程試験。ただし、独自日程で入学者選抜試験を行う公立大
学・学部を除く）を受験しても合格者にはなりません。 

③学校推薦型選抜の合格者で、令和８年１２月１６日（水）※までに入学手続を完了しない者は、合格者とし
ての権利を消失します。更に、前記①に該当する場合を除き、出願済の国公立大学・学部を受験しても、
その大学の合格者とはなりません。（ただし、独自日程で入学者選抜試験を行う公立大学・学部を除く。） 
※国際経営学科（出願要件③（ア）に該当する者）、公共政策学科（県内離島高校区分を除く全ての区分）、

実践経済学科（普通科等区分）、看護学科及び栄養健康学科については、令和９年２月１７日（水）まで。 
④入学手続にあたっては、大学入試センターが発行する「国公立大学入学確認票」の提出が必要です。 
 ※「令和９年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト受験案内」の５８ページ参照。 

＜大学入試センターＨＰ＞ 
https://www.dnc.ac.jp/kyotsu/shiken_jouhou/r9/r9_jukenannai.html 

⑤本選抜による合格者及び入学手続者の個人情報（氏名、性別、生年月日、高等学校等コード及び大学
入学共通テストの受験番号のみ）は、国公立大学の一般選抜における合格者決定業務を円滑に行うた
めに、独立行政法人大学入試センター及び併願先の国公立大学に送達されます。 

⑥経営学部※、地域創造学部※、国際社会学部及び情報システム学部の入学手続完了者に対しては、入学
前教育を実施します。 

 ※経営学部（経営学科）及び地域創造学部については、大学入学共通テストの受験を課された者を除きます。 
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８．初年度納付金等 《保護者の方にも事前に確認してもらってください》 

（１）入学料 
  入学手続の際には、下記の金額の入学料を納付する必要があります。 
  ①県内生  176,500 円 
  ②県外生  353,000 円 

（注１）「県内生」とは、本人又はその配偶者若しくは一親等の血族が、令和８年４月１日から引き続き長崎県
内に住所を有する者をいいます。「県外生」とは、「県内生」以外の者をいいます。 

（注２）入学料の金額は現行の規定によるもので、変更になることがあります。 
（注３）入学料は、入学手続期間内に納付してください。 
（注４）既納の入学料は、いかなる理由があっても返還しません。ただし、高等教育の修学支援新制度の対

象者として採用された入学生には、入学後、支援区分に応じて入学料を返還します。手続きについて
は、令和９年４月頃にお知らせ予定です。 

 
（２）授業料 

前   期 後   期 年   額 

267,900 円 267,900 円 535,800 円 

（注１）授業料の金額は現行の規定によるもので、変更になることがあります。 
（注２）授業料は入学後に納付していただきます。詳細については、入学手続書類とともに送付します。 
（注３）在学中に授業料の改定が行われた場合は、改定時から新授業料が適用されます。 
 

（３）その他納付金 

学  部 後援会費 同窓会費 学生自治会費 学生保険料 

経  営 
地域創造 

50,000 円 22,000 円 33,000 円 4,660 円 

国際社会 
情報システム 

看護栄養 
50,000 円 10,000 円 29,500 円 4,660 円～ 

（注）その他納付金の金額は現行の規定によるもので、変更になることがあります。 
 
（４）初年度納付金以外の経費（参考）【令和８年８月時点】 

（注）令和９年度入学生よりカリキュラム変更を予定しています。それに伴い、下記経費についても変更とな
る場合があります。 

 
入学料、授業料及び教材費その他納付金以外に、１年次又は２年次以降に次の経費が必要となります。 
（納付時期等の詳細については入学後に説明します。） 
①進級、卒業要件に係る資格試験等受験料 

・TOEIC IP 3,130 円／回 ・TOEIC 公開テスト（団体申込の場合）6,710 円／回 
・中国語検定（中検）３級 6,800 円／回、２級 8,800 円／回 
・日経 TEST（企業・団体試験）5,500 円～／回  
・日商簿記検定２級 5,500 円／回 
・ＦＰ技能検定２級 5,700 円／回（学科試験）・6,000 円／回（実技試験） 
・販売士検定  ２級 ５,７７0 円／回 
・ニュース時事検定２級 5,０00 円／回 
・ＩＴパスポート試験、基本情報技術者試験、情報セキュリティマネジメント試験 7,500 円/回 
・CG-ARTS 検定（エキスパート）6,６00 円／回（学内受験の場合） 
※要件に達するまでの費用がかかります。 

②必修となる研修、課外講座等の費用（参考：海外研修については渡航した場合） 
・経営学部 国際経営学科 

海外語学研修（１年次）   約 300,000 円～ 
海外ビジネス研修（３年次） 約 250,000 円～約 350,000 円（場所、期間により異なります。） 

・地域創造学部 インターンシップ等の実践科目において、交通費等の実費がかかります。 
・国際社会学部 国際社会学科（場所、期間により異なります。） 

海外語学研修（２年次）【英  語】 約 400,000 円～／【中国語】 約 200,000 円～ 
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③実験、実習等の費用 
④入学者全員に一定の基準にあったノート型パソコンを準備していただきます。 

（詳細は入学前に説明します。） 
 
（５）その他 

①高等教育の修学支援新制度（給付奨学金及び授業料等の減免（本学は対象校として認定されています）） 
本制度は住民税非課税世帯及びそれに準ずる世帯や多子世帯の学部生（留学生を除く）に対して、日

本学生支援機構の給付奨学金の支給及び大学の入学料と授業料を減免することにより支援する制度です。
採用された給付奨学金の支援区分（第Ⅰ～Ⅳ区分、多子世帯区分）に従い、入学料及び授業料について
全額、2/3 の額、1/3 の額が免除されます。 

②貸与奨学金 
独立行政法人日本学生支援機構が貸与する奨学金には、第一種奨学金（無利子貸与）と第二種奨学

金（有利子貸与）があり、その貸与月額は、次表のとおりです。第二種奨学金は、貸与終了時に決定した利
息がつきます（上限利率３％）。 

この他にも、地方公共団体等の奨学金制度があります。 

種   類 
貸 与 月 額（令和８年度実績） 

自宅通学者 自宅外通学者 
第一種奨学金 

  ※申込時における生計維持者の収入・所得金額に 

よって、選択できる月額に制限があります。 

20,000 円、30,000 円 
45,000 円 
（３種類から選択） 

20,000 円、30,000 円 
40,000 円、51,000 円 
（４種類から選択） 

第二種奨学金 
20,000 円～120,000 円（1 万円単位）の金額内で 
選択可能 

※ 給付奨学金と併せて第一種奨学金を利用する場合、給付奨学金の支給を受けている期間中に受けるこ
とができる第一種奨学金の月額に制限があります。 

③アパートについては、本学大学生活協同組合で相談に応じます。 
   ＴＥＬ 佐 世 保 校  0956-48-3732 
        シ ー ボ ル ト 校  095-887-5552 

 

９．入試情報の開示 
 
（１）個人成績の照会 

インターネット出願システムを通じて、成績結果を確認できます。 
①照会期間 令和９年５月６日（木）～５月１９日（水） 
②照会内容 試験の得点及び順位  
③照会方法 
Post@net へログインし「出願内容一覧」より長崎県立大学の「合否結果照会」を選択します。 
受験内容を確認し間違いなければ「合否照会」をクリックして、成績結果を確認してください。 

（２）入試状況 
本学ＨＰ（入試情報／学部入試／過去の入試情報／入試状況）に掲載しています。 
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（１）評価基準等 

学部 学科・区分 科目等 評価基準 配点 

経営 

経営 

小論文 
高等学校で得た基礎学力を前提に、課題に対す
る理解力、論理的思考力、表現力等を評価する。 

100 点 

面接 

調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習
意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分野に
対する適性などを総合的に評価する。 
面接は、個人面接を行う。 

25 点 

国際 
経営 

(出願要

件③

(ア)) 

第
１
次
選
考 

小論文 
高等学校で得た基礎学力を前提に、和文及び英
文の問題文に解答することで理解力、表現力等を
評価する。 

100 点 

面接 

調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習
意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分野に
対する適性などを総合的に評価する。 
面接は、個人面接を行う。 

25 点 

最
終
選
考 

大学入学 
共通テスト 

『英語』により、基礎学力を把握する。 
（※ 上記に加えて、「国語」、「地理歴史・公民」、
「数学」、「理科」については、定められた条件で
の受験が必要） 

200 点 

(出願要

件③

(イ)) 

小論文 
高等学校で得た基礎学力を前提に、和文及び英
文の問題文に解答することで理解力、表現力等を
評価する。 

100 点 

面接 

調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習
意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分野に
対する適性などを総合的に評価する。 
面接は、個人面接を行う。 

25 点 
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学部 学科・区分 科目等 評価基準 配点 

地域 
創造 

公共 
政策 

県内離島 
高校区分
を除く全
ての区分 

面接 

調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習
意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分野に
対する適性などを総合的に評価する。 
面接は、個人面接を行う。 

200 点 

大学入学 
共通テスト 

「国語」、「地理歴史・公民」、「数学」、「外国
語」、「情報」により、基礎学力を把握する。 

425 点 

県内離島 
高校区分 

小論文 
高等学校で得た基礎学力を前提に、課題に対す
る理解力、論理的思考力、表現力等を評価する。 

100 点 

集団面接 
集団討論 

集団面接では、調査書等の出願書類を参考に、
志望動機、学習意欲を個別に確認し、集団討論
では積極性、協調性、論題についての理解力か
ら、本学科が提供する専門分野に対する適性な
どを見極め、総合的に評価する。 

100 点 

実践 
経済 

普通科等 
区分 

面接 

調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習
意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分野に
対する適性などを総合的に評価する。 
面接は、個人面接を行う。 

200 点 

大学入学 
共通テスト 

「国語」、「地理歴史・公民」、「数学」、「外国
語」、「情報」により、基礎学力を把握する。 

650 点 

専門学科 
区分 

小論文 
高等学校で得た基礎学力を前提に、課題に対す
る理解力、論理的思考力、表現力等を評価する。 

100 点 

面接 

調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習
意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分野に
対する適性などを総合的に評価する。 
面接は、個人面接を行う。 

50 点 

国際 
社会 

国際社会 

小論文 
高等学校で得た基礎学力を前提に、課題に対す
る理解力、論理的思考力、表現力等を評価する。 

80 点 

面接 

調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習
意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分野に
対する適性などを総合的に評価する。 
面接は、個人面接を行う。 

20 点 
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学部 学科・区分 科目等 評価基準 配点 

情報
シ ス テ ム 

情報システム 

小論文 
高等学校で得た基礎学力を前提に、課題に対す
る理解力、論理的思考力、表現力等を評価する。 

75 点 

面接 

調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習
意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分野に
対する適性などを総合的に評価する。 
面接は、個人面接を行う。 

25 点 

情報セ キ ュ リ テ ィ 

小論文 
高等学校で得た基礎学力を前提に、課題に対す
る理解力、論理的思考力、表現力等を評価する。 

50 点 

面接 

調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習
意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分野に
対する適性などを総合的に評価する。 
面接は、個人面接を行う。 

50 点 

看護 
栄養 

看護 
（離島看護師 

特別枠を含む） 

第
１
次
選
考 

面接 

（離島看護師特別枠を除く） 
志望理由書等の出願書類を参考に、志望動機、
学習意欲、理解力、表現力、社会性、論理的思考
力、本学科が提供する専門領域に対する適性等
を総合的に評価する。 
面接は、個人面接を行う。 

100 点 

（離島看護師特別枠） 
志望理由書等の出願書類を参考に、志望動機、
学習意欲、理解力、表現力、社会性、本学科が提
供する専門領域に対する適性、離島医療に対する
貢献意欲等を総合的に評価する。 
面接は、個人面接を行う。 

100 点 

最
終 
選
考 

大学入学 
共通テスト 

「国語」、「地理歴史・公民」、「数学」、「理科」、
「外国語」、「情報」により、基礎学力を把握する。 

410 点 

栄養健康 

第
１
次
選
考 

面接 

志望動機、学科への関心、生命科学への関心、健
康観、将来展望、高校生活等の質疑応答から、目
的意識と意欲を総合的に評価する。 
面接は、個人面接を行う。 

100 点 

最
終 
選
考 

大学入学 
共通テスト 

「国語」、「地理歴史・公民」、「数学」、「理科」、
「外国語」、「情報」により、基礎学力を把握する。 

920 点 
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（２）合否判定基準 

学部 学科・区分 合否判定基準 

経営 

経営 
①小論文と面接の総得点で順位を決め、高得点順に

合格者を決定する。 
②同点の場合は、同順位とする。 

国際 
経営 

(出願要件③
(ア)) 

第１次 
選考 

①小論文と面接の総得点で順位を決め、高得点順に
合格者を決定する。 

②同点の場合は、同順位とする。 
最終 
選考 

大学入学共通テストにおいて、『英語』の得点率が原則とし
て 65％以上であった者を最終合格者とする。 

(出願要件③(イ)) 
①小論文と面接の総得点で順位を決め、高得点順に

合格者を決定する。 
②同点の場合は、同順位とする。 

地域創造 

公共 
政策 

県内離島高校区分 
を除く全ての区分 

①大学入学共通テストの成績と面接の総得点で順
位を決め、高得点順に合格者を決定する。 

②同点の場合は、同順位とする。 

県内離島高校区分 

①小論文と集団面接及び集団討論の総得点で順位
を決め、高得点順に合格者を決定する。 

②同点の場合は、集団面接及び集団討論の得点が
高い者を上位とする。 

実践 
経済 

普通科等区分 
①大学入学共通テストの成績と面接の総得点で順

位を決め、高得点順に合格者を決定する。 
②同点の場合は、同順位とする。 

専門学科区分 
①小論文と面接の総得点で順位を決め、高得点順に

合格者を決定する。 
②同点の場合は、同順位とする。 

国際社会 国際社会 
①小論文と面接の総得点で順位を決め、高得点順に

合格者を決定する。 
②同点の場合は、同順位とする。 

情報 
システム 

情報システム 
①小論文と面接の総得点で順位を決め、高得点順に

合格者を決定する。 
②同点の場合は、同順位とする。 

情報セキュリティ 
①小論文と面接の総得点で順位を決め、高得点順に

合格者を決定する。 
②同点の場合は、同順位とする。 

看護栄養 

看護 
（離島看護師特別枠
を含む） 

第１次 
選考 

①面接の得点で順位を決め、高得点順に合格者を
決定する。 

②同点の場合は、同順位とする。 

最終 
選考 

大学入学共通テストで受験を要する教科・科目の合
計得点率が原則として 55％以上であった者を最終
合格者とする。 

栄養健康 

第１次
選考 

①面接の得点で順位を決め、高得点順に合格者を
決定する。 

②同点の場合は、同順位とする。 

最終 
選考 

大学入学共通テストで受験を要する教科・科目の合
計得点率が原則として 50％以上であった者を最終
合格者とする。 
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11．個人情報の利用 
 
（１）出願書類により取得した個人情報は、入学者選抜業務のために利用します。 

また、合格者の個人情報は入学手続案内業務のため、入学者の個人情報は学籍登録業務のために利用し
ます。 

（２）出願書類により取得した高等学校等の成績等及び入学試験の成績は、授業料等減免業務、奨学生への推
薦業務、教務関係業務及び教育改善・学生支援のために利用することがあります。 

（３）出願書類により取得した個人情報及び入学試験により取得した個人情報は、入学者選抜に関する統計調
査・研究に利用します。 
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